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本報告は､ 沖縄県宮古島市上野字宮国に所在する宮国元島上方古墓群の記録保

存調査に係るものです｡ 今回の調査は､ 沖縄県土木建築部による県道保良上地線

改良工事の予定地内に同古墓群が所在するため､ 平成��年度から平成��年にかけ

て実施しました｡

調査では��基の墓を対象とし､ 多くは近世から近代にかけて使用した墓である

ことが分かりました｡ 墓は崖のくぼみなどを利用した岩陰墓が中心で､ いくつか

の形態の墓があることが分かりました｡ その他に台地上では集石遺構を確認しま

した｡

遺物は宮古式土器や沖縄産陶器を中心にした陶磁器が出土しました｡ その他に

もビーズや特徴的な貝・骨製品などが出土しています｡ また､ 無土器期のシャコ

ガイ製斧､ グスク時代にあたると思われる土器が出土しており､ 近世以前の人間

の活動の痕跡をうかがうことができます｡

今回の道路工事によって墓は記録保存ということになりましたが､ 工事範囲外

にはまだ墓が残っています｡ 今回の報告が埋蔵文化財の保護啓発など､ 地域での

活用に資することができればと考えています｡

本報告書では土肥直美先生､ 三辻利一先生から玉稿を賜りました｡ 現地調査､

資料整理においては宮古島市教育委員会をはじめとしました諸機関､ 先生方から

のご協力をいただき調査､ 報告書の刊行をすすめることができました｡ 末尾とな

りますが､ 記して感謝申し上げます｡

平成��年３月

沖縄県立埋蔵文化財センター

所 長 崎 濱 文 秀
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１ 本報告書は､ 県道保良上地線改良工事に伴う緊急発掘調査の分任事業として､ 平成��年度から平成

��年度に実施した発掘調査の成果をまとめたものである｡

２ 本事業は沖縄県土木部からの受託事業として沖縄県立埋蔵文化財センターが主体となって発掘調査

および資料整理を実施した｡

３ 本報告書で使用した地図の一部は土木部からの提供によるものである｡

４ 遺物の同定にあたって次の方々からご指導をいただきました｡ 記して感謝申し上げます (敬称略､

括弧内は当時の所属)｡ 基礎文献の収集では県立図書館に協力をいただいた｡

土器：砂辺和正 (宮古島市教育委員会)

陶磁器：大橋康二 (九州陶磁文化館)

５ 編集は西銘､ 羽方､ 山本を中心に大村ほかの協力を得て行った｡ 執筆は以下のとおりである｡ 本報

告書へ三辻利一先生､ 土肥直美先生から玉稿を賜りました｡ 記して感謝申し上げます｡ 三辻先生へは

比較のためグスク土器の分析も依頼したが､ 紙幅の都合で省略した｡ 第６章は文化財サービス､ 吉田

生物研究所の委託業務報告書を掲載した｡

なお､ 第５章は三辻先生､ 沖縄考古学会の許可を得て 『南島考古』 第��号から転載した｡

西銘章 第１章・第２章・第３章第１節・第２節１､ ２､ ６～��・第３節・第５章

山本正昭 第３章第４節１

瀬戸哲也 第３章第２節３､ ４､ ５

羽方誠 第３章第５節１､ ２､ ３､ 第７章

土肥直美 第４章

三辻利一 第５章

(株) 文化財サービス 第６章

(株) 吉田生物研究所 第６章

６ 遺物の写真撮影は矢船章浩・伊佐えりなが行った｡

７ 計測値は口径等を��､ 重さを	で表記した｡ 墓の部位名は便宜的に凡例に示したものとする｡

８ 遺物集計の際､ 墓の内外で接合したものは墓内出土としてカウントした｡ 墓外どうしなど墓の異な

る場合は墓の上下関係などをもとにカウントした｡

９ こちらの遺物管理に不手際があり､ 平成�
年度分の遺物に混在があった｡ 取り上げ番号や取り上げ

図､ 写真で確認できたものは訂正したが､ 訂正できていない遺物のある可能性が考えられる｡ 誠に申

し訳ありませんが､ この点をご了解ください｡

�
 文献は巻末に一覧としてまとめた｡ 文中では当センターを ｢埋文センター｣､ 市町村教育委員会を

｢○○教委｣ と略記した｡ ホームページはサイト名を記した｡

�� 出土品､ 記録資料は沖縄県立埋蔵文化財センターで保管している｡
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沖縄県宮古島市において､ 沖縄県土木建築部 (以下､ 土建部) により平成７年度より県道保良上地線道路

改良工事が進められている｡

その中で､ 宮古島市上野字宮国の工事予定地において､ 近世～近代の古墓群が新規に確認された｡ そこで､

土建部宮古土木事務所 (以下､ 宮古土木) は､ 平成��年５月��日付で､ 文化財保護法第��条に基づいて､ 遺

跡発見通知を宮古島市教育委員会 (以下､ 市教委) 経由で､ 沖縄県教育委員会 (以下､ 県教委) に提出した｡

県教委はそれを受けて､ 平成��年６月５日付で遺跡名を ｢宮国元島上方古墓群｣ と称して､ 埋蔵文化財包蔵

地として取り扱うこととして､ 記録保存の発掘調査を実施するように指示した｡

その指示に基づき､ 文化財担当課である県文化財課 (当時､ 文化課) は､ 市教委と宮古土木と協議した結果､

県教委への分任事業として対応することで調整された｡ この内容については､ 県教委と土建部の間で､ 平成

��年��月��日付 ｢県道保良上地線道路改良工事に伴う埋蔵文化財の取り扱いに関する協定書｣ としてまとめ

た｡ なお､ 当該調査に掛かる費用は､ 本工事の主管課である土建部道路街路課から文化財課へ分任され､ 現

地調査を当センターが担当することになった｡ ただ､ 平成��年度については､ 当センターでは年度当初に予

定していなかった調査であったことから､ 県文化財課の専門職員が調査担当として対応した｡

当初､ 現地調査は平成��～��年度､ 資料整理・報告書作成を��年度の予定としていた｡ しかし､ 調査を進

めていく中で､ 平成��年度には２基､ 平成��年度にも２基の墓が工事地区内で新規に確認されたため､ 宮古

土木との協議の結果､ 記録保存のため調査をすることとなった｡ そのため､ 発掘調査ならびに資料整理・調

査報告書作成は��年度までに延長された｡
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事業主体 沖縄県教育委員会 教育長 仲村守和

事業所管課 沖縄県教育庁 課 長 千木良芳範

同記念物班 班 長 島袋洋

専門員 瀬戸哲也 (調査員)

事業事務 沖縄県立埋蔵文化財センター 所長 名嘉政修

副所長兼庶務課長 瑞慶覧康博

庶務課 主 任 村吉由美子

調査課 調査課長 岸本義彦

主 任 中山晋

専門員 山本正昭 (調査員)

専門員 (臨時任用職員) 土田智恵美

文化財調査嘱託員

伊波直樹 (調査補助員)､ 大城歩 (同)､ 岸本竹美 (同)､ 小橋川剛 (同)､

仲村毅 (同)

調査指導 琉球大学医学部 准教授 土肥直美

調査支援業務委託 有限会社 日建測量設計

������

事業主体 沖縄県教育委員会 教育長 仲村守和
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事業所管課 沖縄県教育庁 課 長 千木良芳範

同記念物班 班 長 島袋洋

専門員 瀬戸哲也

事業事務 沖縄県立埋蔵文化財センター 所長 名嘉政修

総務班 総務班長 嘉手苅勤

主 任 村吉由美子

調査班 調査班長 岸本義彦

指導主事 西銘章 (調査員)

主 任 山本正昭 (調査員)

文化財調査嘱託員

伊波直樹 (調査補助員)､ 大城歩 (同)､ 徳嶺里江 (同) 本村麻里衣 (同)

資料整理嘱託員

瑞慶覧尚美､ 伊禮若菜

資料整理作業員

新垣桂子､ 宮城あきの

資料整理指導 琉球大学医学部 准教授 土肥直美

調査支援業務委託 大協企画コンサルタント株式会社

平板測量業務委託 沖縄企画開発株式会社

遺構実測業務委託 株式会社 文化財サービス

人骨調査委託業務 土肥直美 (琉球大学医学部)

������

事業主体 沖縄県教育委員会 教育長 金武正八郎

事業所管課 沖縄県教育庁 課 長 大城慧

同記念物班 班 長 島袋洋

主 任 瀬戸哲也

事業事務 沖縄県立埋蔵文化財センター 所長 玉栄直

総務班 総務班長 嘉手苅勤

主 任 本永恵

調査班 調査班長 金城亀信

指導主事 西銘章 (調査員)

文化財調査嘱託員

徳嶺里江 (調査補助員)､ 山口こずえ (同)

資料整理嘱託員

新垣桂子､ 伊禮若菜､ 上原美穂子､ 大村由美子､ 荻堂さやか､ 金城友香､ 久田慎子､

久保田有美､ 崎原美智子､ 高良三千代､ 玉城恵美利､ 玉寄智惠子､ 仲宗根めぐみ､

永野いづみ､ 比嘉孝子､ 比嘉登美子､ 矢舟章浩

資料整理作業員

又吉志麻子､ 松元樹理､ 宮國さおり

資料整理指導 鹿児島大学法文学部 教 授 渡辺芳郎

琉球大学医学部 准教授 土肥直美

調査支援業務委託 大協企画コンサルタント株式会社

樹種同定業務委託 株式会社 文化財サービス

人骨調査委託業務 土肥直美 (琉球大学医学部)
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事業主体 沖縄県教育委員会 教育長 金武正八郎

事業所管課 沖縄県教育庁 課長 大城慧

同記念物班 班長 島袋洋

主任専門員 長嶺均

事業事務 沖縄県立埋蔵文化財センター 所長 守内泰三

総務班 総務班長 嘉手苅勤

主査 恩河朝子

調査班 調査班長 金城亀信

主任 山本正昭
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事業主体 沖縄県教育委員会 教育長 大城浩

事業所管課 沖縄県教育庁 課長 長堂嘉一郎

同記念物班 班長 盛本勲

主任専門員 長嶺均

事業事務 沖縄県立埋蔵文化財センター 所長 大城慧

総務班 総務班長 荻堂治邦

主査 恩河朝子

主事 (臨任) 玉城飛鳥､ 砂川めぐみ

調査班 調査班長 金城亀信

主任 羽方誠､ 山本正昭 (調査員)

文化財調査嘱託員

具志堅清太 (調査補助員)､ 徳嶺里江 (調査補助員)､ 山口こずえ (同)

発掘調査作業員

奥平光正､ 立津義康､ 豊島敏幸､ 仲原光雄

資料整理嘱託員

喜瀬リサ､ 山城由紀子

資料整理作業員

小渡直子､ 玉城チハル

人骨調査委託業務 株式会社 文化財サービス
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事業主体 沖縄県教育委員会 教育長 大城浩

事業所管課 沖縄県教育庁 課長 長堂嘉一郎

同記念物班 班長 盛本勲

主任専門員 長嶺均

事業事務 沖縄県立埋蔵文化財センター 所長 崎濱文秀

総務班 総務班長 荻堂治邦

主査 恩河朝子

調査班 調査班長 金城亀信

主任専門員 仲座久宜､ 羽方誠 (調査員)

文化財調査嘱託員

井上奈々 (調査補助員)､ 徳嶺里江 (同)
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資料整理嘱託員

上原美穂子､ 大村由美子､ 久保田有美､ 後田多昌代､ 島袋久美子､

野村知子､ 又吉志麻子､ 宮里絵理､ 向井洋子

資料整理作業員

小渡直子､ 東仲千夏

調査支援業務委託 大協企画コンサルタント株式会社

人骨調査委託業務 株式会社 文化財サービス

樹種同定業務委託 株式会社 吉田生物研究所

調査協力機関 (平成��～��年度)

宮古島市教育委員会 宮古港運株式会社

沖縄県企画部宮古支庁道路建設課 宮古島市福祉保健部環境保全課

有限会社 立真工業 沖縄県警察宮古島署高田交番

��� ����

当初､ 現地での調査は平成��～��年度までの予定であったが､ 用地買収や墓地広告との兼ね合いから協議

により調査を��年度まで実施した｡ 各年度の概要は次のとおりである｡

平成��年度

本年度は平成��年２月５日から３月��日の約１ヶ月半で調査を実施した｡ 調査は東地区 (地区名は次章)

の伐採作業から実施し､ 主に３～５号墓の調査と並行して地形測量を行った｡

平成��年度

本年度は平成��年５月��日から９月��日までの約４ヶ月間で調査を実施した｡ 調査は引き続き東地区で行

い､ １・２・��・��～��号墓を調査した｡ 中央地区の東側 (��・�	号墓上位の台地) で包含層の有無を確認

するため試掘を行った｡ 埋蔵文化財センターでは出土品､ 調査記録の整理を行った｡

平成��年度

本年度は平成��年��月８日から��月��日の約２ヶ月間で調査を実施した｡ 調査は中央地区での伐採作業の

後､ ��・��号墓とその周辺の台地上で試掘を行った｡ 昨年度で石積み除去ができなかった東地区の１・２・

��号墓周辺でも調査を実施した｡ 埋蔵文化財センターでは出土品､ 調査記録の整理を行った｡

平成��年度

本年度は出土品､ 調査記録の整理を行った｡

平成��年度

本年度は平成��年５月��日から６月��日 (��号墓) と､ 平成��年��月��日から��月９日 (��号墓) の約２

ヶ月間で調査を実施した｡ 埋蔵文化財センターでは出土品､ 調査記録の整理を行った｡ ��号墓の調査期間中､

新たに��・�	号墓を発見したため､ 新たな�基については次年度に調査を実施することとした｡

平成��年度

本年度は平成��年５月��日から７月�
日の約２ヶ月間で調査を実施した｡ 埋蔵文化財センターでは出土品､

調査記録の整理を行い､ 報告書を刊行した｡

�



遺物観察原稿執筆者名

大城歩 １～��号墓 銭貨・プラスチック製品・石製品・瓦・レンガ・自然遺物

岸本竹美 １～��号墓 玉

金城亀信 １～��号墓 金属製品・木製品

具志堅清太 １～��号墓 煙管・中国産陶磁器・タイ産陶磁器・本土産陶磁器

��号墓 土器

徳永里江 １～��号墓 沖縄産無釉陶器・簪・骨製品・貝製品・不明製品

西銘章 １～��号墓 土器・土製品・カムィヤキ・ガラス製品

羽方誠 ��号墓 沖縄産施釉陶器・玉

��～��号墓 全遺物

山口こずえ １～��号墓 沖縄産施釉陶器

�
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宮国元島上方古墓群は宮古島市上野字宮国カムザマ地内に所在する｡ 宮古島は周囲に石灰岩の崖を形成し

内陸部はなだらかな台地である｡ 島の周囲にある崖面には岩陰を利用した墓があり､ 特に平良字島尻の長墓

がよく知られる｡ 本古墓群は宮国集落東側の崖と台地上の一帯を墓域とする｡

本古墓群の所在する宮国集落 (元島) は��～��世紀に栄えたとされ近世は砂川間切に属した｡ 古くは海岸

側の元島遺跡一帯に集落があったが､ 後に台地上へ移転したとされる｡

本古墓群で由来の伝わるのは��号墓が上地坊という人物の墓とされるようだが詳細は不明で､ この人物を

思わせるような遺物は確認できなかった｡ 本古墓群から出土した土器で主体をなすものは宮古式土器のうち

第二型式などと称するタイプである｡ このことと沖縄大学沖縄学生文化協会が行った分布調査での元島では

第一型式､ 現集落では第二型式が中心という報告 (与那覇ほか����) から､ 本古墓群は墓内外より第一型式

が出土していることから元島のころにも何らかの利用がなされ､ 第二型式が主体であることから主に現集落

の墓域として用いたといえる｡

後述のように台地上の試掘坑などから第一型式の細片が出土し､ 集石遺構１) を３ヶ所確認した｡ そのため､

一帯を何らかの目的で利用したことが考えられるが､ 調査区内でその他の遺構は確認できなかった｡ シャコ

ガイ製斧や古手の土器など墓域として用いる以前の遺物が出土したためこのころの包含層を想定したが､ 今

回の調査では確認できなかった｡

本古墓群の南側 (海側) には宮国の旧集落である宮国元島遺跡が所在する｡ ここは����年におこったいわ

ゆる明和の大津波で大きな被害を受けたため､ 海岸部から台地上の現集落に移動したと伝わる｡ 同遺跡では

上野村 (当時) 教育委員会が主体となって昭和��年度から��年度にかけて発掘調査を行い､ ��～�	世紀を中

心とした遺跡であることが分かった (上野村教委��
�)｡ また､ �
��年のドイツ商船プロビデンス号の遭難

もこの近くである｡

東側には新里元島東・西元島遺跡などがあり､ 複数回の調査が行われている｡ このうち､ 平成��・��年度

には沖縄県教育委員会と埋蔵文化財センターが主体となって新里元島上方台地遺跡と新里東元島遺跡で調査

を実施した (埋文センター����)｡ なお､ この調査も県道保良上地線の工事に伴うものである｡

��� ����

今回は道路工区に合わせて調査区を設定した (第２図)｡ 前述のとおり､ 本古墓群は崖面と台地上を墓域

とし､ また､ 台地上の試掘坑からは土器が出土した｡

本報告では､ 平成��年度から��年度に調査した崖面を東地区 (１～��号墓)､ 平成��年度に調査した台地

上 (崖上) のうち東側を中央地区東側 (��・��号墓)､ 平成��年度に調査した台地上の西側を中央地区西側

(��号墓)､ 平成��・��年度に調査した崖面を､ 西地区 (��～��号墓) とする｡ 中央地区はいくつかの平坦面

があり､ 集石１～３のある平坦面をＡ面､ その東側の一段上がった部分をＢ面としておく｡

１) 工事予定地外に６ｍ×６ｍの大型集石遺構がある｡ また､ 中央地区一帯は平坦で､ ２～３段ほどの平場を形成する｡ 平場の段差部

分には��センチ前後の石積みもみられる｡ このことからも台地上を利用していたと考えてよい｡
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本報告は遺構ごとに節立てを行っているため､ 遺構と遺物の分類は本節で行う｡

� �����

本古墓群で確認した遺構は墓と集石遺構である｡ 集石遺構は性格不明のもので､ 数は３ヶ所であるため分

類は特に行わず､ 次節以降で詳細を述べる｡ 墓の分類は､ 徳嶺 (����) によりいくつかの形態を追加して行

う (混乱しないよう細分の記号を変えた)｡

Ⅰ類：岩陰墓…墓室は岩陰を利用する｡ 徳嶺分類のⅠ類を以下のようにした｡

�：岩陰墓…岩陰を利用して墓口を閉じる (または石積みで区画する)｡ 徳嶺分類のⅠ類Ａｂを墓室

の上面形でさらに区分｡ 本古墓群のほとんどがこれ｡

Ａ：墓室が１つ (単室形)｡ １号墓など｡

Ｂ：墓室が２つあり上面形がひょうたん形 (複室形) でくびれ部を石積みで区画｡ ��号墓など｡

�：掘込墓…崖面を掘り込んで墓室をつくる｡ ��号墓のみ｡

Ⅱ類：開地式…石積墓｡ 石を積んで墓室とする｡ ��号墓のみ｡ 徳嶺分類のⅡ類いＥａ｡

Ⅰ類�の特徴として､ 墓室を墓口 (地表) より低くするという点がある｡ これはⅠ類�Ａ・Ｂのいずれに

もあることから墓室と墓口の高さが同じものをア､ 低くするものをイとして､ 上記分類の後に付す｡ イのう

ち造成を行っているものはその旨を記した｡ ��・��号墓は斜面にあるため岩陰の状況で墓室はやや低いが､

低くすることを意図しているとみてイとした｡ ��号墓は逆に墓室は地表より高いが､ これも岩陰の状態によ

るため分類せずアに含める｡ �	号墓は北側と南側に墓口があり､ これのみ特殊なため分類していない｡

岩陰墓でも墓内を加工したことも考えられるが､ 明確な加工の痕は確認できなかったため､ ��号墓だけを

掘込墓とした｡

墓口を閉じるものは､ ２号墓のように開口部全体を閉じるもの､ １号墓のように区画する石積みのみのも

のがある｡ 同じく追加分類として前者をあ､ 後者をいとした｡ あは２号墓のように墓口を四角くつくるもの

と､ ��号墓などのように明確な墓口を設けないもの (開口部全体を石積みで閉じる) がある｡ 墓口を四角く

つくるものには､ ２号墓のように這って入るような小さいものと､ ��号墓のように頭を下げる程度で入れる

広いものがある｡ 墓口上位に大きなテーブルサンゴを用いる例もある｡

石積み部位は凡例を参照のこと｡ なお､ 「墓室の右／左」など向きの表現は墓に向かっての右・左である

(民俗的な呼び方と逆)｡ 複室形のⅠ類

�Ｂは手前を前室､ 奥を奥室とした｡

�	号墓は先述のように入り口が２ヶ所

あることから北室､ 南室とした｡

葬法は一次葬､ 二次葬とも確認した

が､ 前者は１ヶ所のみである｡ 二次葬

は��号墓で墓室奥への集骨を確認した

が､ 他は墓内での骨の整理 (片付け)

程度である｡ 宮古島でも容器への納骨

が行われるが､ 後述のように本古墓群

では確認できなかった｡ そのため､ 葬

法の分類は行わず､ 記述にとどめる｡
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遺物は沖縄産陶器と土器を中心に､ 本土産・中国産陶磁器､ 釘などの金属製品､ 玉､ ガラス製品､ 貝・骨

製品が出土した｡ 遺物の概要と分類をこちらで述べる｡ 嘉田地区古墓群の報告 (以下､ 嘉田地区) をもとに

遺物を分類したが､ 類の番号はかならずしも対応しない｡

��号墓に骨片の入った土器があった｡ 宮古式土器は納骨容器にも用いたとされるが､ 土器内の骨は少量で

陶器片やガラス瓶が雑多に入っており､ 骨は元から入っていたのか明確でない｡ その他にも骨の入った沖縄

産陶器も同様に納骨を目的にしたものか､ 墓前に備えた水溜めの容器なのか不明である｡ 厨子 (納骨器) と

しての役割をもっていた容器もあろうが､ いずれか判じがたいため厨子 (納骨器) の項は立てず土器などの

遺物ごとにあつかう｡

① 土器

宮古式土器などとよばれる在地の土器が中心に出土した｡ この土器にはいくつかの分類案､ 型式設定があ

る｡ 本報告では下地による検討 (下地����) をもとに３つに分類する１)｡

Ⅰ類：胎土は砂質で､ 焼成は堅緻なものともろいものがある｡ 貼り付けによる外耳を有する｡ 底面に粗

い砂粒が付着する土器もある｡

Ⅱ類：安里による宮古第一型式土器 (安里����) などにあたる｡ 胎土は砂質ないし砂泥質で､ 前者の器

面はざらざらした感じ､ 後者は滑らか｡ 混和材に赤色粒､ 白色細粒を含む｡ 器面調整は砂質のもの

はナデ調整､ 砂泥質のものはミガキやケズリ｡ 無文｡

Ⅲ類：安里による宮古第二型式土器などにあたる｡ 胎土は泥質でⅡ類に比べて堅緻である｡ 混和材にⅡ

類と同じく赤色粒や白色細粒を含む｡ 成形に回転台を用いるのを特徴とし､ 器面調整は胴上部にミ

ガキ､ 胴下部にケズリを施す｡ 有文のものは肩部に圏線､ 波状沈線を巡らせる｡

その他の土器：滑石混入土器が１点､ 中森式土器が２点出土した｡

本古墓群で主体をなす土器はⅢ類である｡ Ⅲ類は軟質の�､ 硬質の�に分けられる｡ 今回は�が多いため､

集計はⅢ類で一括し､ 観察表でいずれかを記した｡ 尻並遺跡で出土するような陶器を思わせるほど硬質な土

器は少ない｡ Ⅲ類は壺形が主体で､ 鉢形や香炉がある｡

Ⅰ類の出土量は少なく､ ��・�	号墓に集中する｡ 特徴として外耳を貼付する土器がある｡ 外耳を貼付する

土器に野城式土器 (下地���
) があるが､ 宮古島市教委の砂辺氏から野城式とは異なるとの指摘を得た｡ セ

ンター収蔵の高腰城跡の資料と比較したところ､ 高腰城跡の土器は砂泥質の胎土である点が異なる｡ 本古墓

群の土器には口縁部を強く外反する土器､ 薄手で堅緻な土器がある点も異なる｡ 全形をうかがうことのでき

る資料はないが､ 器種は鉢形と思われる｡ 他の遺跡との比較が十分でないため､ ひとまず野城式と並行する

時期の土器ととらえておく｡

Ⅱ類は宮国元島遺跡 (上野村教委��
�) から出土する土器に類似する砂質胎土の�と､ 砂泥質で器面が滑

らかな�に分けられ､ 観察表に示した｡ 器種は壺形が主体でわずかに鉢形が伴う｡ ただし､ 元島遺跡で出土

した鉢形とは異なる｡ �はⅢ類の胎土に近いが回転台を用いないことからⅡ類とした｡

滑石混入土器は宮古島では住屋遺跡 (平良市教委����) などで出土している｡ 胎土は赤みを帯びⅡ類に似

る｡ 中森式土器は西地区から出土したが､ 細片のため図等は省略した｡

１) 青山大学による砂川元島遺跡の報告 (砂川元島遺跡調査団����) でⅠ類､ Ⅱ類､ Ⅲ類を用いているが､ 本報告の分類はこれと異な

る部分がある｡ また､ 尻川分類のⅡ～Ⅴ類は本古墓群分類Ⅱ類､ Ⅵ類はⅢ類にあたる｡ これ以外の分類については省略する｡
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② 沖縄産陶器

沖縄産陶器は荒焼 (無釉陶器) と上焼 (施釉陶器) がある｡ 主体をなす器種は荒焼が貯蔵具中心で口縁を

逆Ｌ字に折り返す中型の壺､ 上焼は食膳具が中心で灰釉碗が主体である｡ 尻川遺跡などで出土例があること

から陶器には八重山焼を含むことも考えられるが､ 明確に分けることができなかったため沖縄産として一括

した｡

荒焼 (無釉陶器) は基本的に釉を施さない (マンガン釉などを掛けるタイプもある)｡ 胎土は褐色系のも

のが中心｡ 主に壺など貯蔵具が多く出土し､ すり鉢などがある｡

壺：壺のうち口縁部を逆Ｌ字状に形成するものを分類した｡ ��㎝ (１尺) を基準に２つに大別し､ さらに

細分した｡ 頸部の形成 (頸部上位と下位の稜) が明瞭なものとルーズなタイプにも分けられるが､ 前者がほ

とんどであるため出土状況表に記すのみとした｡

Ⅰ類：器高が��㎝以下｡ Ⅱ類：器高が��㎝以上。

ａ：器高が��㎝ほど｡ ａ：器高が��㎝ほど。

ｂ：器高が��㎝前後｡ ｂ：器高が��㎝以上。

ｃ：器高が��㎝ほど｡

大きさの区分は尺貫法に準じて行った｡ 口径､ 底径､ 器高､ 胴の最大径､ 胴の最大径の高さの５つで検討

したところ､ この分類はおおむね適当であった｡ Ⅰ類ｂにはａかｃに近いものがあり､ 資料を比較してｂと

した｡

徳利：器形 (胴の最大径) により２分した｡ 上記の壺とは逆になるが大きさをもとに��㎝前後をａ､ ��㎝

以上をｂとしてそれぞれを細分する｡

Ⅰ類：スマートな器形で細長い感じ｡ Ⅱ類：最大径が低くずんぐりした感じ｡

その他の壺として､ 把手を貼付するもの､ 口縁を玉縁状にするものがある｡ 壺以外の器種は少なく､ 擂鉢､

甕などがある｡ これらは分類を行っていない｡ 油壺は後述の上焼による｡

宮古島では墓内に棺桶を入れる際､ その下に擂鉢 (ナイパー) をおくことが行われていた (岡本����)｡

本古墓群の擂鉢もその目的で持ちこまれたものだろう｡ ミニチュア製品の擂鉢が１点ある｡ ナーチュー毛古

墓群 (那覇市教委����) に陶質土器の出土例がある｡

上焼 (施釉陶器) は灰釉などの釉を施す｡ 胎土は白色系が中心｡ 食膳具の碗を主体とする｡

碗：釉や器形により嘉田地区にもとづいて次のように分類する｡

Ⅰ類：灰釉碗｡ 腰部がまっすぐ｡ Ⅳ類：外面を黒色釉の掛け分け｡

Ⅱ類：灰釉碗｡ 腰部に丸みをもつ｡ Ⅴ類：内外に白色釉｡

Ⅲ類	：灰釉碗｡ 内面に絵付け｡ Ⅵ類：内外に白色釉｡ 外面に絵付け｡

Ⅲ類
：灰釉碗｡ 外面に絵付け｡ Ⅶ類：外面に鉄釉の掛け分け｡

小碗：碗の分類に準じた｡

Ⅰ類：内外に白色釉｡ Ⅳ類：白色釉で外面に絵付け｡

Ⅱ類：外面を面取り｡ Ⅴ類：外面に鉄釉の掛け分け｡

Ⅲ類：外面に黒色釉の掛け分け｡ Ⅵ類：内外に緑色釉｡ 丸みをもつ｡

油壺：胴の最大径で分類｡

Ⅰ類：丸みをもった器形｡ Ⅲ類：最大径が低く扁平｡

Ⅱ類：胴の最大径が高い｡

瓶には渡名喜瓶と嘉瓶､ 徳利､ 瓶子の４種がある｡ 急須や酒器もあるが､ これらは細分していない｡

③ その他の陶磁器

本土産や中国産陶磁器､ 褐釉陶器､ カムィヤキがある｡ 出土量は少ないため特に分類は行わず､ 本土産・

中国産陶磁器の分類 (呼称) は必要に応じて嘉田地区などを用いる｡
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④ 貝製品・骨製品

貝製品はシャコガイ製斧､ 貝玉､ 不明の製品､ 骨製品は不明の製品がある｡ こちらも出土量は少ない｡ 墓

内から出土した貝・骨製品は１・２・��号墓周辺に集中する｡ シャコガイ製斧３点のうち２点は��・��号墓

付近 (斜面) からである｡

近世遺跡に伴うシャコガイ製斧は宮国元島遺跡から２点 (未製品が１点？) ある｡ 貝玉は本古墓群のよう

に薄いタイプが長墓遺跡から出土している｡ 貝玉は巻貝の螺塔部を利用したもので､ 直径は２㎝､ 厚さ２�

�程度まで研磨したものと､ 螺塔部の形を残し成形が雑なものの２つに分かれる｡ 不明の貝製品のうち孔を

２つ穿つものは､ 土製品や石製品に類似した有孔製品がある｡

⑤ 玉

玉はガラス製と石英製がある｡ それぞれ大きさ､ 形状で分類した｡

ガラス製は直径が���㎝程度までのものとそれ以上のものに二大別できる｡ 形態は丸形・臼形 (Ａ)､ しず

く形 (Ｂ)､ 管形 (Ｃ) の３形態に分かれ､ ほとんどが丸形・臼形で占める｡ 色調は風化の度合いで違いは

あるが､ 青 (群青や黒を含む)､ 水色､ 緑､ 黄色､ 赤 (茶色？)､ 白､ 透明がある｡ 色調は青､ 水色の青系統

が半数を占める｡ 成形は巻き上げ成形の分かるタイプがある｡

水晶製は大きさが��	㎝前後と���㎝前後の２つで､ 前者は��号墓､ 後者は�
号墓と出土する墓が異なる｡

形態は丸形､ 楕円形､ そろばん玉形の３つに分かれる｡ どの形態も満遍なくみられる｡ 数は少ないため分類

記号は省略する｡

今帰仁阿応理屋恵ノロの勾玉は勾玉と水晶玉を組み合わせるもの､ 水晶玉のみからなるものがあり､ 後者

の水晶玉は丸形 (球形) が多いとする (今帰仁村教委����)｡ 久米島宇根ノロの首飾りには水晶とガラス玉

を組み合わせたもの (山里���) があり､ 本古墓群での水晶の出土数から考えると水晶とガラス玉を組み合

わせたものだろう｡
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⑥ 煙管

煙管は総数���点得られた｡ 素材は石製､ 瓦製､ 土製､ 無釉陶器製､ 施釉陶器製､ 金属製のものが得られ

ており金属製のものが資料の大半を占める｡ 雁首と吸口があり､ 吸口は施釉陶器製と金属製のものに限りみ

られる｡ 形態は大きく柱状形とパイプ形に分けられ､ 石製､ 瓦製､ 土製のパイプ形の製品はこれまで類例が

あまりなく留意される｡ 煙管の分類および部位名称については､ 石井龍太氏の研究 (石井����) を参考にし

た｡

Ⅰ柱状形

�石製： (�) 円柱形あるいは (	) 方柱形 (七輪形) となるものがある｡ 円柱形で中央くびれ部に突帯を

作出するものも得られている｡ 側面～底面に紐通し孔を有するものもある｡


瓦製：瓦質製品を転用した資料で (�) 円柱形､ (ｂ) 七輪形で側面～底面に紐通し孔を有するものがあ

る｡

Ⅱパイプ形

�石製： (�) 火皿と肩部が連結し縦断面は円形となるものや､ (	) 突帯で区画した装飾が施される特異

な資料がある｡ (�) はたばこと塩の博物館に類例がある (たばこと塩の博物館����)｡


瓦製：瓦質製品を転用｡ 幅広の面取りが施され､ 縦断面九角形となる資料が得られている｡

�土製：火皿と肩部が連結し､ 全体的に丁寧なナデが施されるものや､ 整形は粗く火皿を作り出さず肩部

に穿孔するものがある｡ どちらも縦断面は円形で､ 胎土は宮古式土器に特有の赤色土粒が含まれ

る点に特徴がある｡

無釉陶器製： (�) 幅広面取りにより縦断面は八角形・十角形状となるものや､ (	) 線状面取りにより

縦断面は円形状となるものがある｡ (�) は肩部上面に文様が陰刻されるものや､ 泥釉が掛かる資

料が確認されている｡

�施釉陶器製：全体的に丸みを帯びた器形で､ 雁首と吸口がある｡

�金属製：分離型の雁首と吸口が得られており､ 共に様々な形態がある｡ 古泉弘氏による煙管編年 (古泉

����) のⅢ～Ⅵ期に位置づけられるものがみられ､ 量的にⅤ期・Ⅵ期のものが多い傾向にある｡
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⑦ ガラス製品

ガラス製品は主に瓶で､ 墓内出土の資料を優先して回収した｡ 特に��号墓が多い｡ 現代の資料は墓の使用

時期を考えるため掲載した｡ 嘉田地区の分類をもとにａ：酒瓶､ ｂ：清涼飲料水の瓶､ ｃ：化粧瓶､ ｄ：薬

瓶､ ｅ：その他・不明とした｡ ガラス製の小型コップも４点あり､ 別であつかう｡

ラベルの残る資料は少ないが､ 胴部や底部に社名や商品名､ 商標などをエンボスで記す (観察表で特に断

りのない限りはエンボス)｡ １点ずつサンドブラスト､ 印刷 (���) での表記がある｡ 容量は酒瓶､ 清涼飲

料水が小瓶から中瓶ほど､ 薬品の瓶や化粧瓶は小さなサイズが多い｡ 嘉田地区ではビール瓶など容量の大き

い瓶が全体の約７割と多いのに対して､ 本古墓群では容量の小さい瓶が一定量ある｡ 近代の瓶には金型の合

わせ目がはっきり残る｡ 色調は近代の酒瓶・清涼飲料水の瓶は茶・青・緑の色ガラス､ 薬品の瓶や化粧瓶､

現代の酒瓶・清涼飲料水の瓶は透明ガラスが主体となる｡

酒瓶はビール瓶､ 清酒瓶､ 泡盛瓶がある｡ 社名は大日本麦酒株式会社､ キリンビール､ オリオンビールが

確認できる｡ 大日本麦酒株式会社の瓶は出土例が多い｡ 大日本麦酒のうち胴下部に社名を記すものは岩手県

下溝遺跡に類例があり���	年ごろとされる｡ 本古墓群のものの社名表記はサンドブラストだが､ 下溝遺跡は

文字印刷とする (岩手県埋文センター���
)｡ 瓶の栓はビール瓶が王冠栓､ 清酒瓶は機械栓である｡

清涼飲料水の瓶は布引鑛泉所､ カルピス社､ コカコーラ社､ ペプシ社の瓶である｡ 布引鑛泉所の瓶は潮原

古墓群で出土例 (ヌノビキタンサン) がある｡ カルピスの小型瓶は昭和３ (����) 年ごろ (桜井���	)､ コ

カコーラの����瓶は����年代初めごろ､ ペプシの����瓶は��	
年に販売が始まったタイプである (ビ

ンの博物館)｡ 王冠栓とネジ栓の瓶がある｡ ラベルの残る資料１点の他は､ エンボスと印刷 (���) である｡

化粧瓶はサハラ香油やオシドリ (いずれも商品名？) のエンボスがある｡ サハラ香油の瓶はサハラ香水香

油製作所のものか｡ 同名の瓶は喜友名貝塚､ 嘉田地区で出土例があり､ 本古墓群の資料は一回り大きい｡ オ

シドリの瓶は井上太兵衛商店のオシドリ椿香油 (戦後？) か｡ 栓は不明｡

容量目盛りのついた資料は薬瓶で､ これらは出土例が多い｡ 小型および極小の瓶は薬瓶とした｡ アメリカ

製の薬品の瓶が１点ある他は社名不詳｡ ガラス瓶に伴うと思われる栓が２点ある｡ ガラス､ プラスチックが

１点ずつである｡ ガラス栓は類例 (南風原町教委����) から薬瓶である｡ プラスチック栓は不明､ 大きさか

らみると薬瓶か化粧瓶だろう｡

不明の瓶で､ エンボスのないものは器形の似る酒か清涼飲料水の瓶だろう｡ 広口の瓶は清涼飲料水だろう

か｡

⑧ その他の製品

その他の製品として､ 金属製品や木製品､ 土製品は出土量が少なく､ 分類は特に行わない｡ 簪については､

嘉田地区を参考にした｡ 金属製品ではヤカンや釘､ 調度金具､ 石製品はすずりがある｡ 釘はほとんどが丸釘

と思われ､ ��号墓西側はもっとも多い���点の出土があった｡ 銭貨は寛永通宝４点のほか､ 清朝末の大清銅

幣がある｡ 木材の多くは木棺の材であろう｡ 形状の分かる１点のみとりあげる｡ 他に不明の製品 (農具？)

が１点ある｡ 土器片の端部を研磨したり､ 穿孔した土製品片がある｡ 類例は島内の遺跡にみられる｡
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東地区は海側の宮国元島遺跡に面した崖地帯で､ ゆるく弧状をなす｡ 一帯には崖を利用して墓をつくり､

工事予定地の外にもいくつか墓を確認した｡ 本地区では��ヶ所の墓を調査した｡

� ���

【遺構】

地区の東端にある墓で､ 崖の大きな裂罅部 (フィッシャー) の岩陰を利用する｡ 後述の２・��号墓も同じ

裂罅部にある｡ 分類はⅠ類�Ａ�ア・い｡ 崖面の小さな岩陰を利用して前面に区画石積みを有する｡ 墓の正

面に立石があり､ 墓標的なものか不明｡

【遺物】

確認当初の墓室には棺材と思われる木材が散乱､ その他の遺物は少なかった｡ 確認のため掘り下げたとこ

ろ粗い砂利を含む層に混ざって骨片が出土した｡ 約��㎝ほどで細かな砂層になったため掘り下げを一旦中止

したが､ 改めて追加の掘り下げを行ったところ岩陰奥の方から貝製品が出土した｡
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【遺構】

１号墓に隣接する｡ 裂罅部を利用して正面に約２ｍ､ 内部側面に約３ｍの石積みを設ける｡ 本古墓群でも

大規模な造成を行う墓である｡ 分類はⅠ類�Ａ�ア・あ｡ 正面は四角い墓口を有し､ 墓口上位にテーブルサ

ンゴを置く｡ 確認時､ 墓口は大きなテーブルサンゴで閉じていた｡ 正面だけでなく墓室側面にも石積みを有

し､ 高いところで約３ｍある｡ 墓口脇 (右側) にも石積みを設け墓庭をつくる｡ この石積みを除去したとこ

ろシャコガイ製斧が出土した｡ 墓口手前を掘り下げると石列を確認した｡ この石列と墓口石積みの方向は異

なる｡ 斜面の部分にも大きな石灰岩を置き区画する｡

【遺物】

遺物は沖縄産陶器や宮古式土器が主体である｡ 上述のとおりシャコガイ製斧は墓口脇石積み裏の堆積土か

らである｡

人骨は､ 墓室の奥に長骨を並べるなどして集骨する部分がある｡
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遠景 (１・２・��号墓)
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墓全景 (南より) 墓内東側
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【遺構】

調査区東側の迫地状に落ち込んだ部分の比較的平坦な場所に､ 露出した幅���ｍの岩陰を利用している｡

分類はⅠ類ｉＡ�ア・あ｡ 墓室は東に���°の方向で開口している｡ 墓室は､ 幅���ｍ､ 奥行���ｍ､ 高さは開

口部が���ｍと高く､ 奥側に向かって低くなり	�
ｍを測る｡ 開口部には�	～�	�程度の礫を１～３段積み

巡らし､ その上に長さ�	�ほどのテーブルサンゴを覆い､ 本来は閉じられていたものと考えられる｡ 墓室

には厚さ
	�ほどの表土が流れ込んでおり､ それを除去すると､ ２体の人骨が確認された｡ その状況から

遺体はそのまま置かれ､ 土などは被せていなかったものと思われる｡

人骨は､ 頭蓋骨の南西側に脚部があり､ その北側には肋骨や下顎骨や手骨が見られるので､ 頭蓋骨は動か

されており､ 本来は北側にあったものと思われる｡ また､ 頭蓋骨の北側より別個体の頬骨も確認された｡ こ

れらから､ この墓では改葬が行われており､ 最後に葬られた人骨は北側に頭を置き南側に脚部を置くような

状況であったと考えられる｡ また､ 出土遺物は頭蓋骨の東側に煙管､ 脚部が集中する部分に沖縄産灰釉碗が

見られ､ おそらく副葬されたものであろう｡ 先述のように頭蓋骨が動かされたと考えると､ 煙管は本来手元

付近に置かれていたものと考えられる｡ なお､ 頭蓋骨の下よりシャコガイが見られ遺体配置時に置かれたも

のと思われる｡ ただ､ 裏面を上にして見られたが､ 意識していたものかは不明である｡

【遺物】

副葬品だったものと思われる沖縄産陶器２点と青銅製煙管１点が出土｡ その他､ 青磁２点や土器１点など

も出土しているが､ 小破片であった｡ また自然遺物として巻貝２点､ 二枚貝２点が出土した｡
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墓全景 (西より)
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【遺構】

調査区東側上方の大きく露出した岩陰を利用している｡ 分類はⅠ類ｉＡ�イ・あ｡ 墓室は西に��°の方向

で開口している｡ 開口部は幅���ｍ､ 高さは手前が���ｍ､ 奥側に向かって低くなっており���ｍを測る｡ 開口

部には	�～
���の礫を１～３段積み上げており､ 調査時であるが岩陰と礫積みの間は����あり､ 岩陰内

にはほとんど表土もなく人骨や遺物が露出している状況が確認できた｡ 開口部の前面には沖縄産無釉陶器壺

などが散在していた｡

墓室内は､ 幅��	ｍ､ 奥行き���ｍを測る｡ 墓室内の人骨は�体あり､ 解剖学的位置をたもっておらず､ 共

に出土した宮古式土器壺や沖縄産陶器壺には骨を収めたものはなかった｡ 岩陰内の表面は頭蓋骨など大降り

の部位が見られ､ その下層は細かな部位が見られ､ 副葬品の可能性がある沖縄産灰釉碗・中国産染付碗や煙

管・玉なども混在して確認できた｡ これらより､ ４号墓は何度も追葬や集骨がされており､ またある段階で

は一度骨を整理したことも考えられる｡

【遺物】

宮古式土器壺が多く出土しており､ 完形のものも見られる｡ 沖縄産無釉陶器は壺・瓶があるが､ 瓶には口

縁がないものもあり､ 意図的なものと思われる｡ 沖縄産灰釉陶器碗や染付碗､ 煙管のほか､ 玉が多いのも特

徴である｡
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石積み一部撤去後

墓全景 (東より)

墓全景 (南より)
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【遺構】

調査区東側上方の４号墓がある岩盤の延長の岩陰を利用している｡ 分類はⅠ類ｉＡ�ア｡ 墓室は西に���°

の方向で開口している｡ 開口部は幅���ｍ､ 高さは手前が���ｍ､ 奥側に向かって��	ｍと低くなっている｡ 開

口部には石積等は全くなく､ 本来も開口していた可能性が高い｡

墓室内は､ 幅���ｍ､ 奥行
��ｍを測り､ 調査時には表土が見られ５��ぐらいの深さで人骨が検出できたた

め､ 本来土は被せられていなかったものと思われる｡ 人骨は墓室内に対向して置かれ､ ほぼ完全に解剖学的

位置を保っていた｡ 人骨の分布状況より､ 墓室の左側 (西) に頭をおき､ 腕はほとんど曲げずに､ 脚部を大

きく折り曲げる形で屈葬されていた｡ また､ 大腿骨・脛骨・腓骨の状況からは､ 上に折り曲げる形であった

ものと考えられる｡ 椎骨はほとんどつながっているが､ 第二頸椎のみは外れており上を向いた形となってい

た｡ 煙管は右上腕骨の付近に置かれてあり､ 副葬品だと思われる｡

【遺物】

副葬品と思われる土製煙管１点と､ 土器
	点､ 中国産褐釉１点､ 巻貝２点が出土している｡
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【遺構】

地区の西側にある墓で､ 岩盤が大きくつきだした部分に形成された横穴を利用する｡ 上方に��号墓がある｡

分類はⅠ類���ア・いだが､ 前室の形成は明確でない｡

墓室は斜面の地形に沿うように､ 墓口から奥室にむけて上がる｡ くびれ部に石列を配する｡

【遺物】

他の墓では近世以降の遺物がほとんどであるが､ 同墓およびその周辺からグスク時代の遺物が多く出土し

た｡ 特にⅠ類土器が多く､ 墓口にあった石灰岩を重機で除去したところ､ 岩と岩盤の空隙に堆積した土から

土器や貝が出土した｡ 墓外からはカムィヤキが１点ある｡ 周辺にグスク時代の包含層を想定したが､ 確認で

きなかった｡ 墓内から､ 近世以降の遺物は少ないことから､ 古墓群内ではもっとも古い墓であったと考えら

れる｡

Ⅰ類土器は砂質の胎土で､ 脆いタイプと硬質なタイプがある｡ 口縁を「く」の字に屈曲させるもの､ 外耳

を貼付するのが特徴的である｡ 外耳貼付の土器は野城式が知られるが､ 胎土は全く異なる｡ 前述のとおり､

野城式並行の土器ととらえておく｡

自然遺物は巻貝のマガキガイが��点出土した｡ 貝塚として見る事もできるが､ 性格は判然としない｡
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【遺構】

地区東端の崖面の横穴を利用｡ 横穴は南北に貫通し､ 上面観は弱く「く」の字に屈曲する｡ 屈曲部を区画

石積みで区画する｡ 墓口の石積みは雑然としている｡ 特殊なので分類はない｡

【遺物】

沖縄産陶器を中心に出土し､ 北室からの遺物が多い｡ 北室では碗を５点重ねた状態で検出した｡
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墓内石積み (南より)

北側墓口

墓全景 (北西より)
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【遺構】

��号墓の上方にあり､ 同様な地形を利用する｡ 墓室の上面観は楕円形｡ 正面に石灰岩の切石で墓口を設け

る｡ 確認時､ 墓内に崩落していたテーブルサンゴは墓口上位に置いていたものだろう｡ 墓内は加工の痕はみ

えない｡ 分類はⅠ類�Ａ�イ・あ｡

【遺物】

沖縄産陶器を中心に本土産・中国産陶磁器､ 玉などが出土した｡ 出土した土器はほとんどがⅡ類で､ 早い

時期から墓として用いられたと考えられる｡

人骨は墓室奥に集骨されていた｡
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【遺構】

崖面の横穴を利用する｡ 下方に��号墓がある｡ 墓の正面に石積みを設け､ 四角い墓口を有する｡ 確認時､

墓口は石積みで閉じていた｡ 墓室の上面観は長楕円形｡ 墓内は特に加工を施した痕はない｡ 墓室を掘り下げ

たところ､ 石列遺構があった｡ 墓室右側で折れＬ字状をなす｡ 石列前面は墓口近くにあり､ 性格は不明｡ 分

類はⅠ類�Ａ�イ・あ｡

【遺物】

沖縄産陶器を主体に､ 土器などがある｡ 墓室正面奥に大型の壺などをまとめていた｡ 玉は��号墓からがもっ

とも多く､ 全体の��％が本墓からである｡

人骨は墓室右側に長骨などをまとめていた｡ 人工遺物と骨が混在しており､ 遺物や人骨を隅に寄せたとい

う感じである｡ 被葬者数は本墓がもっとも多く､ ��体を確認した｡
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墓口 (内側より)

墓全景

石列検出状況
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遺物出土状況

遺物出土状況
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【遺構】

崖面の横穴を利用する｡ 墓室の上面観はひょうたん形｡ 分類はⅠ類�Ｂ｡ 墓口下側にも石積みを設け､ 前

室側面 (右側) も石積みがある｡

【遺物】

前室は沖縄産陶器や近現代の本土産陶磁器が表面に散乱していた｡ 念のため床面を掘り下げたところ､ 炭

が薄く円形に広がった部分があった｡ さらに掘り下げると人骨が集中する部分があった｡ 人骨の一部は前室

と奥室の区画石積みの下位に広がっていたことから､ 当初は区画石積みはなく､ 前室と奥室の使い分けがな

かったと判断できる｡

遺物は奥室から多く出土する｡ 奥室は天井から崩れた石灰岩砕片が堆積する｡ 堆積土の上には土器 (Ⅲ類)

と近現代の磁器があった｡ 堆積土の掘り下げ中､ アフリカマイマイが１点出土 (土器の下位) した｡ さらに

掘り下げると沖縄産陶器､ 土器､ 人骨などが出土した｡ これらには近現代遺物を含まないことから､ 近世に

位置づけられよう｡ 玉は��号墓に次いで多く全体の��％を占める｡
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遺物検出状況

奥室墓口 (南より)

墓全景 (南東より)
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【遺構】

「上地坊」という人物の墓とされるもので､ 崖面を利用した掘込墓｡ 外観は破風墓に似る｡ 分類はⅠ類�｡

墓庭の周囲には高さ約１ｍほどの石積みを繞らす｡

墓室の上面観は凸字状をなし､ 墓室と墓庭の中心軸がずれる｡ 外から墓室への墓道は約���ｍ､ 墓室は５

×３ｍの長方形｡ 墓室内は天井から崩れ落ちた土が堆積していた｡ 天井は約���ｍ前後と高いが崩落のため

元の高さは不明｡

【遺物】

遺物は墓口に沖縄産無陶器の壺などがあり､ 供献したものであろう｡ 墓内からの遺物は他の墓に比して少

なく､ 墓庭採集の遺物は上位にある��号墓などの混入の可能性もある｡ 遺物の詳細は観察表に示した｡ 石製

キセルと貝製品が特徴的である｡

人骨は墓室の３ヶ所ほどにまとめ､ 長骨を並べていた｡
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人骨集中部

墓庭石積み (北より)

墓全景 (南東より)
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【遺構・遺物】

��号墓の脇に小さな岩陰があり､ 確認

のため掘り下げを行ったがわずかに土器

などの遺物が出土したのみである｡ 第��

図､ 図版��の土器 (分類�Ⅱ類�) は器

種不明であるが､ 立ち上がりが丸みを帯

びやや直に立ち上がるため､ 鍋か長胴形

の壺と思われる｡ 焼成は良好で胎土は砂

泥質､ 混和材に赤色粗粒や褐色粗粒をわ

ずかに含む｡ 器面調整は風化により不明｡

色調は内外とも橙�	
��｡ 底厚�����

である｡
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完掘状況 (南より)

完掘状況 (南より)

墓全景 (南より)
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【遺構】

調査着手前は墓としていなかった｡ 正面に石積みがあり､ 確認のため墓内の礫を取り除いたところ人骨が

あったため墓とし､ 番号を付した｡ 分類はⅠ類�Ａ�ア・イ｡

正面の石積みは雑然と積まれており､ 高さは高い部分で約���㎝｡ この石積みを除去したところ､ 最下面

に本来の石積みを確認した｡

【遺物】

土器や陶磁器は出土していない｡ 煙管１点､ 不明有孔骨製品が１点､ 貝玉２点､ 不明貝製品１点､ 巻貝３

点が出土した｡
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【遺構・遺物】

２号墓の上位 (高さは��号墓よりやや高い) の裂罅部に人骨片が１点のみあった｡ 確認のため堆積してい

た土を取り除いたが他に遺物は確認できなかった｡ 近くに１ｍほどのテーブルサンゴがあったため､ 何らか

の意図をもっておいた可能性もある｡ 墓とは認定できないため､ 番号は付していない｡

墓周辺の近世以降の遺物は概ね隣接する墓に伴うものと考えられる｡ 伴う墓が不明なものと墓に伴わない

と判断した遺物があったため､ ここで一括する｡

１号墓と２号墓からはシャコガイ製斧や貝玉が出土した｡ これは崖上から流れ込んだか､ 墓を形成する以

前の遺物と思われる｡ いずれも墓内 (ないし付属する遺構) からの出土であるため各墓でとりあげた｡

前述のとおり､ ��号墓近く (��号墓の下方) からシャコガイ製斧が２点採集した｡ １点は斜面の掘削中､

１点は表面採集である｡

崖面の下位は元島遺跡へゆるやかに傾斜する｡ ここでも青磁片や褐釉陶器片を採集した｡ 遺物の量は少な

く､ 墓域に伴うというよりも元島遺跡の末端部ととらえた方がよいだろう｡
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中央地区は台地上およびその周辺である｡ ここでは墓と集積遺構を確認した｡

同地区の西側は谷になっており､ 工事予定地近くにも墓と思われる開口部がある｡ 地区の東側には約６ｍ

四方の大型集石遺構がある｡ 当初は家畜小屋の石囲いと想定したが､ 内部にも石が詰められており､ ミヤー

カであろうか｡ いずれも予定地外のため確認のみにとどめた｡

� ����

【遺構】

東地区の近くで台地縁辺部の縦穴を利用する｡ 墓室の上面観はほぼ円形｡ 分類はⅠ類�Ａとしたが､ 縦穴

を用いた点が他と異なる｡

縦穴の周囲に馬蹄状に石積みを繞らす｡ 正面に石積みで墓口を設け､ 上位にはテーブルサンゴで屋根をつ

くる｡ 墓口下位にも高さ約１ｍほどの石積みを設ける｡ 墓室は特に加工の痕はみられない｡

【遺物】

沖縄産陶器の他､ 近世から近代にかけての本土産陶磁器､ ガラス瓶などが出土した｡ 墓内などから主とし

てⅡ類土器が出土し､ 早くから墓として使用していた可能性がある｡

特徴的な遺物として清朝末の銭貨である大清銅幣がある｡

人骨は少なかったが､ 墓室奥へまとめている状況を確認した｡ 墓口下位の石積みを除去したところ左側か

ら人骨がまとまって出土した｡
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【遺構】

台地の北側縁辺部に小山状につきだした岩盤の大きな横穴を利用する｡ 墓室の上面観は楕円形｡ 分類はⅠ

類�Ａ｡

正面を石積みで閉じ､ 四角い墓口を設ける｡ 近年まで使用していたらしく､ コンクリートブロックで墓口

を閉じていた形跡があった｡ 付近にテーブルサンゴが散乱することから元はこれで閉じていたかもしれない｡

墓の確認時は墓口と墓庭が同じ高さであったが､ 掘り下げを行ったところ､ 約１ｍほど下の岩盤から正面石

積みを積み上げていた｡ 墓庭は造成だろう｡ また､ 墓庭を囲む石積みの一部が残っていた｡

【遺物】

墓内は外部から流れ込んだ土が��㎝ほど堆積していた｡ 約��㎝ほど掘り下げると現代遺物があり､ さらに

下位に近現代の陶磁器などがあった｡ 墓内の遺物と後述の��号墓西の遺物が接合できた｡ これらは近世の遺

物が多いことから､ ��号墓が近世から用いられたことがいえる｡

人骨は墓室奥の棚状にくぼんだ部分に集骨していた｡

� �����

��号墓の西側の斜面に遺物､ 石灰岩礫が集中していた｡

南西側の小さな岩陰に獣骨が１点､ 付近の石灰岩集中部に沖縄産陶器が１点あったため石灰岩の除去と掘

り下げを行った｡ 石灰岩の集中部にはこれ以外の遺物はなかったが､ 堆積土を掘り下げたところ､ Ⅱ類土器

が５点､ Ⅲ類土器が���点出土した｡ 台地上の堆積は薄く遺物の散布もない｡ 台地上と同様に由来は不明で

ある｡ 遺物はいずれも細片であるため､ 写真のみにとどめる｡

��号墓の近くには沖縄産陶器などが出土した｡ 付近に石灰岩塊がいくつかあったことから畑の造成で積石

墓が壊されたとも考えたが､ ��号墓内の遺物と��号墓西の遺物で接合したものが複数あり､ ��号墓移転の際

にここへ集積したものだろう｡

１点のみ��号墓内の遺物と接合できた｡ １点であるため確定的でないが､ ��号墓と��号墓が同時期に移転

が行われ､ ここに２つの墓からの遺物を集積したことも考えられる｡
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墓室内集骨
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墓口石積み検出 墓口石積み除去後

墓全景 (北より) 作業風景
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集石遺構はＡ面で３ヶ所確認した｡ いずれも雑然と石灰岩礫を集める程度である｡

集石遺構１はもっとも大きなもので､ 一部は石列状になる｡ これを含めると上面観はＬ字状をなす｡ 矩形

内は平坦で､ 畑に伴う遺構とも考えたが､ 表土は薄く��～��㎝ほど掘り下げると岩盤に達する｡ 矩形内を畑

に用いたとすれば､ 耕作の障りになる礫を集めたものだろう｡ 石列部分にトレンチを設け､ 表土から��㎝ほ

ど埋まっているのを確認した｡ また､ 石列状になった部分 (矩形) の外側は溝状にわずかながらくぼんでい

た｡

集石遺構２は直径約４×２ｍほどの楕円形で､ 荒焼が２点伴う｡

集石遺構３は約４×３ｍほどの楕円形で､ 一部は石灰岩の露頭に積み上げる｡

Ｂ面では大型の石組遺構を確認した｡ これは一辺が約６ｍ四方､ 高さが���～���ｍで､ 断面形は凸形に近

い｡ この遺構は工事予定地の外にあるため､ 伐採のみの確認にとどめた｡ 性格は不明だが形態の似るミヤー

カも考えられる１)｡ 石積みの上には荒焼 (Ｌ字口縁の壺) 片が数点あった｡

� �	
����

Ａ面での伐採中､ 土中より陶器片１点を確認した｡ これ以外に遺物は見あたらなかったため､ 台地上に試

掘坑を設定して確認調査を行った｡ Ａ面にトレンチを３本 (１～３トレンチ)､ Ｂ面に２本 (４・５トレン

チ) 設けた｡

土器､ 陶器など��点ほどが出土したのみで､ 包含層は確認できなかった｡ 遺物はＡ面からの出土がほとん

どである｡ 遺物はいずれも細片であるため､ 写真のみにとどめる｡

１) 見晴らしのよい場所にあったため遠見台とも考えたが宮国の遠見台は集落西側にあったと伝わる｡
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集石２

集石１

台地上集石１、２、３
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台地上調査状況

石灰岩集中部

集石３



���

���� ���	
�

南より

南西より

西より
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集落よりの地区で､ 墓１基が調査対象となった｡ これ以外にも崖面に墓がいくつか存在するのを確認した｡

� ����

【遺構】

��号墓は当該古墓群の中でも少数である､ 丘陵上の平坦面に構築されている古墓で､ 遺構分類ではⅡ類に

相当する｡

全体形状としては石灰岩塊下部の岩陰を利用し､ 墓口周辺を石積みで立ち上げて閉塞している｡ 墓口は横

長の略方形で､ 墓口天井は板状のテーブルサンゴ２枚で構成されている｡ また､ 間口が約��㎝で高さは約��

㎝となっている｡

墓庭は墓口の東側に小規模ながら構築している｡ 墓庭を囲繞する石積みは野面積みで高さ約���～１ｍで､

南側の石積みは崩落が著しい｡ 一方で､ 北側の石積みは比較的良好に残存していた｡ 北側の石積みは根石を

岩盤直上に据えており､ 南側は表土面に根石を据えている｡ また､ これら石積みの裏込石に伴って沖縄産陶

器や､ 本土産磁器､ 宮古式土器の破片が大量に混入していた｡ このことから､ 生活雑器の廃材を石積みの裏

込め材として使用していることが想定された｡ 他に墓庭を二分するように東西方向に石列が配置されている

ことも確認された｡ 墓庭の西側には間口は約����の出入口も構築されている｡

墓室は約１ｍ×	���の略方形で､ 岩陰をそのまま利用している｡ 高さは最高でも約��
ｍと狭小である｡

床面は岩盤上に造成土を平坦に敷いて仕上げている｡ なお､ 造成土内から遺物は出土していない｡

����

当該墓に関しては今回､ 調査対象となった古墓の中でも最も多くの遺物が得られており､ そのうち約８割

は宮古式土器が占めている｡ また､ 表採並びに出土した遺物は全て近世期以降のものに限られる｡

まず､ 墓庭からの出土遺物については北側から沖縄産陶器や本土産磁器､ 宮古式土器が一括して大量に廃

棄されているのが確認された｡ これらは一部重ねられた状態で出土していることから､ 破片を集めて廃棄さ

れた可能性がある｡ また､ 沖縄産陶器や宮古式土器は甕､ 壺といった大型製品の破片が多く見られることか

ら､ 蔵骨器として一定期間､ 使用した後に墓庭で廃棄した可能性が挙げられる｡

墓庭外側には円形に石灰岩で囲繞された区画が１カ所確認され､ その内部から本土産陶磁器の瓶底部１点

と大量の宮古式土器片が出土した｡ これらの宮古式土器は全て胴部片となっており､ 意図的に口縁部と底部

の破片は取り除かれていた｡

墓室は墓口近くを除いた床面のほとんどを覆う状況で人骨が確認された｡ 人骨から割り出した被葬者は��

人であり､ その数は	�号墓､ �	号墓に次いで多い｡ これらの人骨に混在する形で沖縄産陶器や宮古式土器､

本土産､ 中国産陶磁器､ 金属製品､ 玉製品など多くの遺物が出土した｡ 金属製品は簪や煙管､ 毛抜き状製品

がある｡ これら墓室で得られた遺物は被葬者に関係した器物や装身具の一部であると考えられる｡

���
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墓室 (北西から) 北側石積み立面全景 (北から)

全景 (西から) 北西部遺物集中地点 (南西から)
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【遺構】

斜面に露出した岩盤の岩陰を利用して造られた墓で､ 分類はⅠ類�Ａアである｡ 墓口は石積みで塞がれて

いて､ 石積みの中・下段部分はセメントで固められていた｡ 墓室は大人１人がしゃがんで入ることができる

程度の広さである｡ 墓庭とその東側には､ 石灰岩礫を含む赤褐色の造成土が堆積していた｡

【遺物】

墓室内からは近現代の陶磁器やビニール片､ ガラス片､ 運転免許証などが出土した｡ 人骨は墓室中央～奧

にかけて出土し､ 骨格を保っていない｡ 火葬骨は墓室奧からまとまって出土した｡

墓の東側に広がる造成土からは､ 清涼飲料水のガラス瓶が出土した｡
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【遺構】

横穴状の岩陰を墓室としている｡ 墓室へと下る斜面を墓庭と解釈して調査を行った｡ 墓庭には大量の土砂

や石が堆積しており､ それをせき止めるように墓庭と墓室との間には人頭大の石が集中していた｡ 分類はⅠ

類�Ａイである｡

また墓口上部の北側から西側にかけてモルタルが確認できた｡ 本来は庇のように墓口上部を覆っていた可

能性がある｡

墓室奥の南西部は石灰岩ではなく､ 土砂で塞がっている状態であった｡ この部分から頭骨が１点出土して

いる｡

【遺物】

墓室からは沖縄産の陶器や近現代の磁器､ 煙管､ ゴム紐､ ボタン､ 釘､ 人骨などが出土した｡ 人骨は改葬､

集骨された状態で少量出土した｡

また墓庭のさらに南側の表土から､ アミノ樹脂製と考えられる数珠が出土した｡
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墓口

清掃状況 墓庭南側土層
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完掘状況

墓室内遺物検出状況

墓室内遺物検出状況
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【遺構】

岩陰を利用しつつ､ 周囲の岩を削って横穴を造り､ 墓室としている｡ 墓口は石積みで閉じられていた｡ 石

積み最上段の大型の石は､ 斜面からの転落石と考えられる｡

墓室は大人１人がしゃがんで入れる程度の広さである｡ 分類はⅠ類�Ａアである｡

【遺物】

墓室内からは人骨､ 近現代の陶磁器､ 鏡､ 金属製の急須､ プラスチック製のボタン､ 釘などが出土した｡

墓室奥北東部のフィッシャー部分からは､ 堆積土の上に置かれたような状態でガラス瓶が１点出土した｡
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墓室内遺物検出状況

清掃状況
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(株) 文化財サービス 土肥直美

��� ����

宮古島市上野字宮国所在の宮国元島上方古墓群から出土した近世～近代の人骨について報告する｡ 人骨は､

平成��年度から��年度に行われた沖縄県立埋蔵文化財センターの発掘調査において出土したものである｡ 宮

古島の風葬墓調査については本格的な発掘調査はほとんど行われておらず､ 本古墓群は宮古島における近世

から近代の葬墓制を知る上で貴重な調査例になると思われる｡

人骨は��基の墓から���体分 (推定最少個体数) が確認されている｡ 以下に人骨調査の概略を報告する｡

�	� 
���

�������	
�

人骨鑑定の際に用いた年齢区分は���		
��(����)�)を参考に､ 乳児 (出生－１歳)､ 幼児 (１－約６歳)､

小児 (約６－約��歳)､ 若年 (約��－約�歳)､ 成年 (約�－約�歳)､ 熟年 (約�－約�歳)､ 老年 (約�歳

以上) とした｡

通常の計測は���		
��(����)�)に､ 顔面平坦度は��
������(����)�)に従った｡

��� �������

出土人骨の一覧を第��表に示す (墓ごとの被葬者数は付表を参照)｡ ほとんどは墓室内に集骨された状態

で検出された｡ 被葬者数が最も少なかったのは５号墓・��号墓の１体であるが､ 保存状態が悪いため､ 複数

体が葬られていた可能性は高い｡ また､ 最も被葬者数の多かった��号墓では確認できた被葬者数は��体分で､

実際はさらに多かった可能性もある｡ 詳細は不明であるが､ １次葬と思われる少数の人骨も出土しており､

また､ ��号墓からは火葬されたと思われる人骨も検出されている｡ 宮古島の葬墓制を知るためにも墓の詳細

な分析が必要と思われる｡

出土人骨の構成を第��図に示す｡ 未成人骨の割合 (���％) が沖縄県内の他の古墓群が大体�％程度であ

るのに比べるとやや少ない｡ 保存状態の影響も考慮する必要があるかも知れない｡

��� �������

�����������������������

１号墓からは成人男性１体､ 成人女性１体分が検出された｡ １号墓の最少被葬者数は２体と推定される｡

�������������������

墓外から大腿骨片が１片検出された｡

 �����������!������!��"�� ���

保存状態の比較的良好な全身骨が検出された｡ 未成人を含む��体分が確認された｡

#������������������������

２体分検出された｡ １体は四肢骨の特徴から男性と推定される｡

$�����������%������#��"��%���

ほぼ全身骨を含む成人骨８体分､ 未成人骨５体分が検出された｡ 最少被葬者数は��体と推定される｡

���



�������	
�������

成人男性の全身骨１体分が確認された｡

��������	
�������������

ほぼ全身骨を含む成人男性４体分､ 成人女性３体分が検出された｡ 最少被葬者数は７体と推定される｡

��������	
�������������������

成人男性５体分､ 成人女性２体分､ 未成人骨２体分､ 計９体分が確認された｡

���������	
�������

成人女性のものと考えられる大腿骨片､ 脛骨片各１片が検出された｡

��������	
�������������������

ほぼ全身骨を含む成人骨��体分 (男性６体､ 女性６体)､ 未成人骨８体分が検出された｡ 最少被葬者数は��

体と推定される｡

��������	
������������������������������

被葬者数の最も多かった墓である｡ 成人男性��体分､ 成人女性��体分､ 未成人骨��体分､ 計��体分が検出

された｡

��������	
�������������������

ほぼ全身骨を含む成人骨��体分 (男性６体､ 女性４体)､ 未成人骨３体分､ 計��体分が検出された｡

��������	
�������������������

成人骨８体分 (男性５体､ 女性３体)､ 未成人骨１体分､ 計９体分が検出された｡

�	������	
���������������������������

成人骨４体分が検出されたが､ １体については性別判定が困難だったため不明とした｡ 未成人骨２体分が

検出された｡ 最少被葬者数は６体と推定される｡

�
������	
�������������������

成人男性９体､ 成人女性６体､ 未成人骨４体分が検出された｡ 最少被葬者数は��体と推定される｡

��������	
���������������������

�	号墓の次に多くの人骨が検出された｡ ほぼ全身骨を含む成人骨��体分 (男性��体､ 女性�	体)､ 未成人

骨４体分が検出された｡ 最少被葬者数は��体と推定される｡

���������	
���������������������������

成人骨５体分 (男性２体､ 女性２体)､ 性別不明成人１体､ 未成人骨３体分､ 計８体分が検出された｡

��������	
����������������
���

ほぼ全身骨を含む比較的保存良好な人骨が検出された｡ その内訳は成人骨�
体分 (男性９体､ 女性８体)､

未成人骨��体分 (若年２体､ 小児１体､ 幼児７体)､ 計�
体分である｡

��������	
���������������������

比較的残りの良い火葬骨１体分が確認された｡ 全体として華奢な印象を受けるが､ 火葬による収縮などを

考慮して性別は不明とした｡ 火葬されていたのは１体のみで､ 女性人骨１体分と未成人骨１体分は火葬され

ていない状態で検出された｡

��������	
�������������������

保存状態が悪く､ 検出された人骨片の量は少ないが､ 男性２体分､ 女性１体分､ 幼児３体分が確認された｡

また､ 男性のものと思われる左右の足の骨 (足根骨､ 中足骨､ 指骨) が関節した状態で並んで出土している｡

他には解剖学的位置関係を示すような人骨片は確認できないが､ 基本的に改葬・洗骨を伴わないとされる近

世・近代宮古島の葬法の一端を示すものかも知れない｡

��������	
�������

ほぼ全身骨を含むが､ 保存不良の成人女性人骨１体分が確認された｡

���



��� ����	
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頭蓋骨の保存状態は全体の被葬者数の割には悪い｡ 頭蓋骨の主要計測値を第��表に示す (個別データは付

表１、２を参照)｡ 頭形を示す長幅示数は中頭型を示すものが多かった｡ 顔面は低顔傾向を示すものが多かっ

たが､ 面長な特徴をもつ例も見られた｡

顔面は比較的平坦な顔立ちだったようであるが､ 近現代の沖縄集団の中ではやや立体的な傾向を示してい

る３)｡

宮国元島上方古墓群出土頭蓋骨の特徴は､ 変異はみられるものの､ 全体としては沖縄の近現代人グルー

プ４)に属すると考えて大過ないと思われる｡

����

１) 四肢骨計測値

上肢骨計測値を第��表､ 第��表に示す｡ 下肢骨の計測値を第��表､ 第��表に示す｡ 全体として､ 沖縄集団

の特徴４)と大きな差はないように思われる｡

２) 身長の推定

身長は大腿骨､ 脛骨､ 上腕骨､ 橈骨などの四肢骨最大長からピアソンの式を用いて推定した(第��表)｡ 得

られた平均身長は男性��	
��� (��例)､ 女性���
�� (��例) となり､ 沖縄集団の中では男性は比較的高

い傾向があり､ 女性は低身長の個体が多い｡

�	
��

��号墓男性､ ��号墓男性､ �	号墓男性､ 女性に外耳道骨腫が認められた｡ 外耳道骨腫は冷水刺激と関連が

あり､ 海と密着した生業形態を示すと考えられているが､ 海水温の高い亜熱帯地方では通常では見られない

という｡ 沖縄では貝塚時代人に高頻度で出現することから､ 貝塚時代人の海との関わりが通常以上に深かっ

たことを物語っている５)｡ また､ 中世以降の沖縄出土人骨ではほとんど例を見ないので､ 宮古島宮国の人た

ちの生活がどのようなものだったのか､ 興味深い｡

�
� ��

沖縄県立埋蔵文化財センターによる宮古島宮国元島上方古墓群の調査において､ ��基の墓から近世から近

代と考えられる人骨���体が出土した｡

１．被葬者数は���体分､ その構成は男性�		体､ 女性��体､ 性別不明成人６体､ 未成人��体である｡

２．墓ごとの被葬者数は１体から��体と変異が大きかった｡

３．形質の特徴については､ 頭形は中頭型､ 顔面部は低顔傾向を示すものが多かったが､ 面長な特徴をもつ

男性もあった｡ 全体的に平坦な顔立ちである｡

４．男性の平均推定身長は��	
���､ 女性は���
��で､ 男性は比較的高身長である｡
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三辻利一・西銘章
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本報告は沖縄県内出土の土器の蛍光Ｘ線分析についての報告である｡ 対象とした土器は宮古式土器を中心

とする｡

宮古式土器は､ グスク時代から近世にかけて宮古島を中心に分布し､ 壺形を主体とした赤みがかった土器

の一群である｡ これらの土器については､ 安里､ 下地らによる検討に詳しい｡ 本稿では安里 (����) に従っ

て第一型式､ 第二型式と表記する１)｡

沖縄諸島では宮古式土器に類似する土器が近世の墓などから出土する｡ これらの土器は胎土が赤みがかっ

ており､ １～２��程度の赤色粒を含むことなどから宮古島の土器と同一の土器 (第一型式) と考えられる｡

しかしながら､ 両者の型式学的な検討は十分に行われていない｡

そのため､ 宮古島出土の土器を中心に､ 沖縄諸島出土の宮古式土器､ 比較資料として石垣島出土の中森式

土器などの胎土分析を行った (第��表)｡

�����

土器の考古学研究はこれまで､ 土器型式を中心に進められてきた｡ 行政発掘によって､ 日本ほど多くの土

器を発掘した国はなく､ その型式研究も世界に群を抜く｡ その成果は各地で土器編年としてまとめられてお

り､ その結果から､ 出土土器の型式をみて遺跡や地層の年代観を得ることが出来る｡

他方､ 土器の材質研究の立場から､ 胎土分析も進められてきた｡ 当初は胎土の色調や雲母・角閃石などの

有色の含有鉱物の観察から胎土分析が進められた｡ 胎土分析の目的は土器の生産地に関する情報を得るため

であった｡ 胎土に雲母や角閃石を多く含む土器はこれらの鉱物を多く含む岩石が分布する地域内に求められ

る｡ これらの岩石が風化して生成した粘土中にもこれらの鉱物が多く含まれていると考えられたからである｡

しかし､ 須恵器・中世陶器などの硬質土器は����℃を超える高温で焼成するため､ 胎土中の鉱物形は失われ

ており､ 胎土から情報を得るためには元素分析に頼るしかなかった｡ 主要造岩鉱物は	
､ ��を中心とした

複雑な化合物であり､ 	
､ ��以外に､ ��､ ��､ ��､ ��などを主成分元素として含有する｡ 含有鉱物の

違いはこれらの元素の含有量の違いとして反映される｡ ただ､ どの元素が地域差を有効に示すのかは長い間

分からなかった｡ 胎土研究に元素分析を有効に生かすためには､ まず､ 地域差を有効に示す元素を見つけ出

すことが必要であった｡ 地域差を有効に示す元素を見つけ出すためには､ 生産地の分かる大量の土器片が必

要であった｡ この条件を満たす土器が須恵器であった｡ 須恵器は古代最大の窯業生産の産物であり､ 北は青

森県から南は鹿児島県にいたるまでの全国各地で､ 行政発掘によって多数の窯跡 (生産地) が発掘調査され

ている｡ しかも､ そこには大量の破片が出土した｡ これらが地域差を有効に示す元素を探査する研究の絶好

の分析対象となった｡ 一方､ 大量の土器片を分析できる分析装置も必要であった｡ すぐれた機能を持つ完全

自動式の蛍光Ｘ線分析装置が市販されたのは����年代に入ってからである｡ ちょうどこのころ､ タイミング

よく､ 奈良教育大学にアメリカ����社製の２次ターゲット方式のエネルギー分散型の完全自動式の蛍光

Ｘ線分析装置が設置された｡

三辻はこの装置を使って､ 全国各地の窯跡出土須恵器の蛍光Ｘ線スペクトルを比較した結果､ 微量元素�

�､ 	�と主成分元素､ ��が有効に地域差を示すことを発見した｡ 通常､ 地域差は���､ ���	�の両分布

図上で表示される｡ その後､ 日本列島の地質の基盤を構成する花崗岩類を全国的に集め､ 分析した結果､ 花

崗岩類も���､ ���	�分布図上で地域差を示すことが実験データで示された｡ そして主成分元素と��

の間には逆相関の関係が､ また､ 微量元素��と	�にはそれぞれ､ 主成分元素､ ��と正の相関性がある

���



ことも実験データで示された｡ この結果から､ 主成分元素�､ ��は主要造岩鉱物の６割を占めるといわれ

る長石類中に含まれることがわかった｡ さらに､ 微量元素��と��はマグマから鉱物が結晶するとき､ そ

れぞれ､ 主成分元素�､ ��と挙動をともにし､ その結果､ カリ長石､ 斜長石中に含まれることになったと

解釈された｡ 長石類が花崗岩類の地域差を支配した訳である｡ 岩石が風化し､ 粘土を生成する際に､ これら

のアルカリ､ アルカリ土類元素は溶出するが､ 完全に溶出する訳ではなく､ 母岩の特徴をある程度残したま

ま粘土中に残されることになった｡ 粘土を焼成して土器を作っても､ これらの元素は蒸発する訳ではなく､

土器胎土にも､ 母岩の化学特性がある程度残されることになり､ 土器にも地域差があることになったと解釈

されている｡ その後､ 須恵器の産地推定法も開発され､ 須恵器の産地推定の作業も進展している｡ 現在､ 須

恵器の生産と供給の再現から､ その背後にある社会体制を考察しようとする研究が古墳時代を中心に計画さ

れている｡ 一方､ この方法は軟質土器の胎土研究にも活用できる｡ これらの元素が土器の生産地に関する情

報をもっているとすれば､ 土器型式と胎土との関係から､ 軟質土器の生産と供給を再現する道が開かれる可

能性があるからである｡

本報告では宮古島から出土する宮古第一型式､ 第二型式と型式分類された土器の胎土が型式とどのように

対応するか知るため､ 蛍光Ｘ線分析が試みられた｡ さらに､ 沖縄本島などの宮古島以外の南西諸島の島々か

ら出土する宮古式土器の胎土が宮古島出土宮古式土器と同じ胎土をもつのかどうかについても検討した｡

�������	
���

土器片試料は表面をタングステンカーバイド製の刃をもつ手動式研磨機で研磨し､ 表面付着物を除去した

のち､ タングステンカーバイド製乳鉢の中で	

メッシュ以下に粉砕された｡ 宮古式土器の場合､ 混和材の

可能性がある白色粒子が多く含まれている場合とそれほど含まれていない場合があった｡ 粉砕の過程で手で

除去できるくらいの粗い粒子であれば､ 手で除去した｡ 手で除去することのできないくらい細かい粒子が含

まれている場合にはそのまま粉砕した｡ 粉末試料は塩化ビニル製リングを枠にして高圧をかけてプレスし､

内径�
��､ 厚さ５��の錠剤試料を作成し､ 蛍光Ｘ線分析用試料とした｡ 蛍光Ｘ線は相対分析であり､ 標

準試料を含めて､ すべての試料の形状は一定でなければならないからである｡

蛍光Ｘ線分析には理学電気製���	

(波長分散型) を使用した｡ �線管球は��管球 (出力��
��)

であり､ 使用条件は�
��､ �
��である｡ この条件で��､ ��の蛍光Ｘ線は十分測定できることが確認さ

れている｡ 測定元素は��､ �､ ��､ ��､ ��､ ��の６元素である｡ １試料の測定時間は６～７���である｡

これらの元素の蛍光�線の分光には���､ ��､ ���の３枚の分光結晶が､ また､ 蛍光Ｘ線の検出にはガス

フロー比例計数管とシンチレーションカウンタが使用された｡ 分光結晶と検出器はコンピュータの制御によっ

て自動的に交換された｡ また､ この装置には�
個の試料が同時に搭載できる自動試料交換器が連結されてお

り､ 試料の交換､ データの打ち出しも含めて､ 分析操作の全過程が自動化された完全自動式の分析装置であ

る｡ この装置の安定性やデータの再現性は �!	試料によって確認されている｡ このような機能をもった装

置でないと､ 長期間にわたって､ 大量の土器の分析作業は不可能であり､ 胎土分析の研究を推進することは

困難である｡ 三辻はこれまで約�
年にわたり､ ��"�#社製の２次ターゲット方式のエネルギー分散型､ 理学

電気製��$
(波長分散型)､ 理学電気製���	

(波長分散型) の都合､ ３台の完全自動式の蛍光�線分

析装置を使い､ 	
万点を超える土器試料､ 岩石､ 粘土試料を分析した｡

定量分析のための標準試料として､ 日本地質調査所から配布された岩石標準試料 �!	を使用した｡ 分析

値は岩石学研究では検量線法によって求められるが､ 胎土分析の研究のように大量の土器試料を長期間にわ

たって分析する場合には､ 簡便法として､ 標準試料を �!	の１点とし､ 検量線が原点を通ると仮定して､  

�!	による標準化法を採用した｡ 実際に､ 各元素の検量線の%切片の値は無視できるくらいに小さい値であっ

た｡ 装置自身のゆらぎによるばらつきよりも､ 自然界に産する粘土の不均質性によるばらつきのほうが大き

く､ 本装置のもつ利点は胎土研究に十分役立った｡ そして､ この方法をとるほうが､ データの処理やデータ

解析する上に便利である｡ 検量線法を採用する場合には毎日､ 検量線を作成する訳ではないが､  �!	によ
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る標準化法をとる場合には､ 毎日､ ����を測定し､ 各元素の蛍光�線強度の一定性を確認した上で試料の

測定を行った｡ 試料の分析値は����の各元素の蛍光�線強度を使って標準化した値 (����による標準化値

という) で表示した｡

������

第��表､ 第��表には宮古島の遺跡から出土した宮古式土器の分析データをまとめている｡ 分析試料は土器

型式によって､ 宮古第一型式と宮古第二型式に分類されている｡ この結果に基づいて製作した	�
�分布図

を図�に､ また､ �����分布図を図２に示す｡ 両図をみると､ 宮古第一型式の土器には第二型式の土器に比

べて､ 	､ ��がやや少なく､ 逆に､ 
�､ ��が明らかに多い傾向があり､ 両者は相互識別できる可能性があ

ることがわかる｡ ただ､ 第�図､ 第��図からみて､ 両者の境界をどこに引くかである｡ そのために､ 両者の

相互識別を判別分析で試みてみた｡ その結果は図��に示されている｡ 第��図の縦軸には宮古第一型式の土器

群の重心からマハラノビスの汎距離の二乗値「Ｄ２ (宮古第一) とかく」を､ 横軸には宮古第二型式の土器

群の重心からのマハラノビスの汎距離の二乗値「Ｄ２ (宮古第二) とかく」をとってある｡ マハラノビスの

汎距離とは統計学上の距離であるが､ 通常､ われわれが使用するユークリッドの距離と同じ感覚で使用すれ

ばよい｡ (Ｘ) 母集団の重心からのマハラノビスの汎距離の二乗値が大きいということは､ (Ｘ) 母集団から

遠く離れているということである｡ したがって､ (Ｘ) 母集団に帰属する条件を求めるために､ ５％危険率

をかけたホテリングのＴ２検定にかけられた｡ Ｄ２ (Ｘ) 値は (Ｘ) 母集団の試料群の	､ 
�､ ��､ ��の

分析値を使って計算した｡ 各群への帰属条件は５％危険率をかけたホテリングのＴ２検定に合格する条件で

決められる｡ それは母集団の試料群の試料数に関係するが､ 試料数が�程度ではＤ２ (Ｘ) ＜��である｡ そ

のために､ 第��図ではＤ２ (Ｘ) ＝��のところに線を引いてある｡ 第��図をみると､ 宮古第一型式の土器の

試料集団の殆どはＤ２ (宮古第一) ＜��の領域内に分布することがわかる｡ また､ 宮古第二型式の試料集団

の殆どの試料もＤ２ (宮古第二) ＜��の領域に分布していることが確認される｡ ただ､ 宮古第一型式の土器

試料の殆どは宮古第一領域に分布し､ Ｄ２ (宮古第二) ＜��の領域には分布しないが､ 宮古第二型式の土器

の殆どはＤ２ (宮古第二) ＜��の領域に分布しているが､ Ｄ２ (宮古第一) ＜��の領域にも分布しており､ そ

の結果､ 両者の試料は重なって分布する領域 (重複領域) があることが分かる｡ この領域を重複領域「Ｄ２

(宮古第二) ＝５～�」とした｡ この領域には両群の試料がそれぞれ数点ずつ分布していることが分かる｡

その結果､ 宮古第一領域はＤ２ (宮古第二) ＝�～��であり､ 宮古第二領域はＤ２ (宮古第二) ＝���～５で

あることが第��図から分かる｡ そうすると､ 宮古第一型式領域には宮古第一型式と分類されている試料しか

分布しないことが分かる｡ 宮古第一型式とされた№��のみは宮古第二型式領域に分布するが､ もしかしたら､

宮古第二型式の土器の可能性もあるのかもしれない｡ 再度､ 土器型式を検討していただきたい｡ 他の試料に

ついては型式分類の結果が正しいとして､ 胎土からはどちらの土器とも区別できない試料が両群とも数点程

度､ 重複領域に分布することが分かる｡ これらの試料は第�図､ 第��図の両分布図でも両領域の中間に分布

していることが分かる｡ なお､ 第�図､ 第��図に描かれた第一型式領域と第二型式領域は第��図の判別図に

もとづいて描いた定性的な領域である｡

このように､ 宮古式土器は土器型式に対応するように､ 胎土が異なることが分かった｡ このことは第一型

式の土器と第二型式の土器は宮古島内の別の地域でつくられた土器であることを示す｡ 何故このようなこと

が起こるのかを考察してみた｡ 窯跡が残っていないので､ 生産地についてはわからないが､ 宮古島内には	､

��がやや少なく､ 
�､ ��が多い粘土が分布する地域と	､ ��がやや多く､ 
�､ ��が少ない粘土が分布

する地域があるのではないだろうか？この原因は地質の違いが考えられる｡ このことを仮定すれば､ それぞ

れの地域内で別々の工人が型式の異なる土器を製作したと考えられる｡ 
�と��が多い地域と少ない地域は

きちんと線引きできる訳ではなく､ その中間の地域の粘土で作られた土器は第��図で示したような重複領域

に分布するとも考えられる｡ そう考えると､ 宮古式土器は宮古島内の特定の２ヶ所で製作したものではなく､

幾つかの場所で作られたことになる｡ もう一つの考え方は混和材の問題である｡ 宮古式土器胎土にみられる
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白色の粗粒は��､ ��に富む素材であり､ 混和材であると考えられる｡ そうすると､ ��､ ��が多い第一型

式土器には混和材が多く含まれることになり､ 他方､ ��､ ��が少ない第二型式の土器には混和材が少ない

ことになる｡ 胎土観察で型式の違いが混和材の多少によるといえるのかどうかである｡ ただ､ 混和材を人為

的に添加したのか､ それとも､ はじめから､ 素材粘土の中に白色粗粒が含まれていたのかを判断する根拠は

ない｡ 宮古第一型式の土器を作った地域には白色粗粒が含まれていた粘土が分布しており､ 宮古第二型式を

作った地域には白色粗粒が少ない粘土が分布している可能性もある｡

そこで､ 今度は宮古島内の遺跡ごとに､ 宮古式土器の胎土を比較してみた｡ 第��図には宮国元島上方古墓

群出土の宮古式土器の����分布図を､ 第�	図には
����分布図を示す｡ この場合には土器型式通り､ 胎土

も第一型式領域と第二型式領域に分かれて分布した｡ ただ､ 宮古第一型式と分類された３点の試料は両分布

図で宮古第二型式領域に分布した｡ 他の宮古第一型式の土器とは別胎土であると考えられる｡ この理由は不

明である｡ そして､ 全体として､ 第二型式の土器の数が多いことがわかる｡

第	�図､ 第	図には宮国元島遺跡出土の宮古式土器の����､ 
����分布図を示す｡ 型式から予想される

ように､ 第二型式の土器は１点もない｡ すべて､ 胎土からも第一型式とみられる土器である｡ 土器の型式や

胎土にみられる宮国元島上方古墓群との違いは何を意味するのか､ 今後､ 検討することが必要である｡ 少な

くとも､ 両遺跡では土器の生産と供給の関係は異なっていることは明らかである｡

第	�図､ 第	�図には尻並遺跡の宮古式土器の����､ 
����分布図を示す｡ 土器型式通り､ 第一型式領域

に分布する土器と､ 第二型式領域に分布する土器があることがわかる｡ 同時に両領域の中間に分布する土器

も数点ある｡

一方､ 新里元島上方台地遺跡と新里東元島遺跡から出土した宮古式土器の����分布図を第	�図に､ 
��

��分布図を第	�図に示す｡ 多くの土器の土器型式は第一型式であるが､ 両分布図で第一型式領域に分布す

る土器は少ない｡ 
����分布図では第二型式領域に分布する試料が５点あるが､ これらも����分布図では

中間領域に分布したものが多く､ 新里東元島遺跡から出土した１点の第二型式も土器の胎土では第二型式領

域には対応しない｡ このことは新里元島上方台地遺跡と新里東元島遺跡の宮古式土器の胎土は宮国元島上方

古墓群や宮国元島遺跡から出土する宮古式土器の胎土とは少し異なることを示す｡ このことは新里元島上方

台地遺跡や新里東元島遺跡の宮古式土器は宮国元島上方古墓群､ 宮国元島遺跡から出土した宮古式土器とは

別の場所で作られたことを意味する｡

次ぎに､ 宮古島以外の南西諸島の遺跡から出土した宮古式土器の分析結果を説明する｡ 第��表には沖縄本

島､ 久米島の遺跡から出土した宮古式土器の分析データが示されている｡ 土器型式は№��を除いてすべて､

宮古第一型式の土器である｡ 第��表に基づいて作成した����分布図を第	�図に､ 
����分布図を第	�図に

示す｡ ����分布図では№�以外は殆どの試料が型式通り､ 宮古第一型式領域に分布した｡ №��､ �の２点

は宮古第一型式領域をずれるが､ ともに､ ��量が異常に多い試料であることが第��表からわかる｡ ��が異

常に多い試料も宮古第一型式の土器と同じ胎土と考えている｡ 
����分布図でも殆どの試料は宮古第一型式

領域に分布するが､ №�のみは宮古第二型式領域に分布した｡ 久米島のヤッチのガマ出土の№�の試料の土

器型式を再度､ 点検する必要がある｡ また､ 沖縄本島の天界寺跡出土の№��､ ��､ �	､ ��､ �の５点の試料

は����分布図では宮古第一型式領域に入るが､ 
����分布図では第一型式領域と第二型式領域の中間に分

布した｡ しかし､ 第一型式土器と第二型式土器間の２群間判別では第	�図に示すように､ 殆どの試料は重複

領域ではなく､ 第一型式領域に分布し､ 土器型式とはよく対応した｡ №�のみは両分布図からも予想される

ように､ 第二型式領域に分布することがよく分かる｡ ��に異常値を示す№��､ �の２点の試料は判別図で

は不明領域に分布した｡ しかし､ これらの試料も第二型式の試料群の重心からマハラノビスの汎距離の二乗

値は大きいので､ 胎土からみても､ 第二型式の試料群には帰属しないことは明らかである｡ ��が異常に大

きい値を示したため､ 第一型式の試料群の重心からの距離が少し遠くなったが､ 第一型式の土器群の胎土の

特徴はあるとみられ､ この点で胎土からみても第一型式土器と考えられた｡ これらの第一型式の土器は胎土

からみても､ 宮古島の遺跡から出土する宮古式土器と同じ胎土であり､ 宮古島から供給された土器である可

能性が高い｡
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最後に､ 中森式土器とパナリ焼の胎土について述べる｡ 今回分析した中森式土器とパナリ焼の分析値は第

��表にまとめられている｡ ����分布図は第��図に､ また､ 	
���分布図は第��図に示す｡ ����分布図で

は中森式土器は宮古式土器に比べて�は少なく､ ��は異常値を示すものが多い点が注目される｡ したがっ

て､ 多くの中森式土器は宮古第一型式領域からもはずれた｡ しかし､ 石垣島のカンドウ原遺跡から出土した

№��､ ��の２点には��が少なく､ 第一型式領域と第二型式領域の中間に分布した｡ また､ ５点のパナリ焼

のうち､ ４点は第一型式領域に分布したが､ №��には��が異常に多く､ 第一型式領域の右側に大きくずれ

て分布した｡ パナリ焼にも白色粗粒が多いが､ ��の異常値を示すものがそれほど多くない点が注目される｡

他方､ 	
���分布図では中森式土器もパナリ焼もほとんどが第一型式領域と第二型式領域の中間に分布し､

典型的な宮古第一型式の土器の胎土とも､ 宮古第二型式土器の胎土とも異なる胎土であることを示した｡ い

ずれも､ 宮古式土器とは異なる別地域でつくられた土器である｡ パナリ焼のうち､ 石垣島のカンドウ原遺跡

から出土した№��の試料だけは他のパナリ焼とは胎土が異なることも分かる｡ 他のパナリ焼とは別の場所で

つくられた可能性が高い｡

今回分析した土器胎土の中には白色の粗粒を多く含むものがかなりあった｡ これらの粒子は人為的に添加

した混和材とみるべきか､ それとも､ はじめから素材粘土の中に含まれていた粗粒であるとみるべきかとい

う問題である｡ 同じようなことは近畿地方の生駒山西麓遺跡群から出土する縄文土器や弥生土器の胎土にも

しばしばみられる｡ この場合には白色粗粒と黒色粗粒である｡ 前者は斜長石､ 後者は角閃石の粗粒である｡

考古学者たちは混和材と呼んでいるが､ 人為的に添加した混和材であるという確証はない｡ 実際に生駒山西

麓土器を多数分析すると､ ��､ ��が異常に多いことが分かった｡ ��､ ��はそれぞれ､ 斜長石と角閃石に

含まれる元素であり､ 土器中の��､ ��は母岩の斜長石と角閃石に由来したものと考察される｡ 実際､ 採取

された母岩を分析した結果でも､ ��と��が異常に多い岩石であることもわかった｡ 岩石に比べて､ 土器中

には風化によって溶出し易い��は少し減少していたが､ 溶出し難い��の減少はなかった｡ 母岩の化学特

性が母岩の風化によって生成した粘土､ さらに､ その粘土を使って焼成した土器の化学特性にも残されてい

たのである｡ 生駒山西麓土器には角閃石が多く含まれていることから､ 胎土の顕微鏡観察からも角閃石を多

く産出する生駒山西麓一帯が生産地と考えられていた｡ 生駒山東麓にはこのような岩石は出土しない｡ しか

し､ 生駒山西麓遺跡群から出土する土器はすべて､ 粗粒を含む訳ではない｡ きめの細かい胎土をもつ土器も

数多く出土している｡ そして､ 粗粒を含む土器もきめの細かい胎土をもつ土器もともに､ ��､ ��が多いと

いう共通の化学特性を持ち､ かつ､ 両分布図でも両者が同じ領域にまとまって分布するというところをみる

と粗粒は人為的にわざわざ添加しなくても､ もともと素材粘土中に含まれていたのではないかという考え方

も成り立つ｡ 三辻は全国各地の縄文土器の胎土を分析した経験ももつが､ 粗粒を多く含む縄文土器もあれば､

きめの細かい胎土をもつ縄文土器もあった｡ 弥生土器も同様である｡ もし､ 混和材を添加することによって､

軟質土器を焼成する上に何らかの効用があれば､ その後の土師器にも混和材が添加されていても不思議では

ない｡ ところが､ 粗粒を多く含む土師器はあまり見かけない｡ むしろ､ 平安時代の土師器にはきめの細かい

胎土をもつ土師器が多い｡ このようなことから､ 土器胎土を分析する分析化学者からみると､ 何らかの理由

で十分に風化し切れなかったために､ 粘土中に斜長石や角閃石の粗粒が残存することになり､ それがそのま

ま､ 土器の素材として使用された結果､ 土器胎土中に粗粒が含まれることになったのではないかという考え

方も成り立つ｡ このように考える理由には､ 母岩中にも斜長石や角閃石が多く含まれている点があげられる｡

もし､ 粗粒が土器を製作した地域には産出しない鉱物､ あるいは､ 遠隔地で産出する鉱物であれば､ このよ

うな考え方はできないはずである｡ 混和材を添加する効用が今一つ理解できないので､ このような疑問を提

示するのである｡

ところが､ 今回分析した宮古式土器､ 中森式土器､ パナリ焼などの土器胎土の中にも､ しばしば､ 白色粗

粒が観察された｡ これらは果たして人為的に添加された混和材なのであろうか？この疑問に答えるために､

白色粗粒の本体は何かという疑問に応えなければならない｡ 珊瑚の破片という説もある｡ 白色粗粒が斜長石

ではなく､ 珊瑚の破片であるとすると (��が花崗岩類に比べて異常に多く､ かつ､ ��／��の比も花崗岩類

に比べてかなり高い値を示すことから､ その可能性が十分あると考えられる)､ 宮古第一型式土器と宮古第

���



二型式土器の胎土にみられる��､ ��の違いは前者は粗粒､ 微粒をとわず､ 珊瑚の死骸を多く含む粘土を産

出する地域で作られた土器であり､ 後者は珊瑚の死骸をあまり含まない粘土を産出する地域でつくられた土

器であると言うことになる｡ 宮古島内に珊瑚の死骸を多く含む地域と含まない地域があること言うことにな

る｡ 中森式土器もパナリ焼も珊瑚の死骸を多く含む粘土を産出する地域でつくられた土器である｡ したがっ

て､ 胎土にみられる地域差は地質によるものではない｡ この問題は沖縄本島はともかく､ 他の南西諸島の島々

から産出する土器胎土に関する問題であるかもしれず､ 今後の研究課題である｡

������

本報告は胎土分析を主眼としているため､ 型式学的な検討は行わず今後の課題などをあげておく｡

いくつか型式の検討を要すると指摘された土器はあるが､ 第一型式と第二型式が分かれた点は型式学的な

検討において参考になる｡ また､ 遺跡ごとに胎土の違いがあり､ 本分析の結果から型式差を検討できるのか

考えられる｡

第一型式と第二型式において生産と供給の違いが指摘されたことは､ 安里が､ 第一型式は「共同体単位に

伝統的に生産された」もの､ 第二型式は「特定の集団」によって生産されたものと指摘する点 (安里���	)

がこれにあたるか検討できるだろう｡

そして､ 沖縄諸島出土の土器も宮古式土器､ 特に第一型式に含まれるという点はこれまでの資料を裏付け

るものと考えられる｡ 沖縄諸島では近世の墓などから宮古式土器が出土し､ そのほか､ 首里城跡などから出

土２)している｡ 今後､ 宮古島以外での宮古式土器の出土状況について再検討できるだろう｡

今回の分析にあたっては､ 資料の提供など沖縄県立埋蔵文化財センターと宮古島市教育委員会のご協力を

いただきました｡ 末尾となりますが､ 記して感謝申し上げます｡

＜注事事項＞

１) 型式の判定は､ 第一型式は薄手で軟質､ 第二型式は厚手で硬質のものとした｡ 型式学的に検証する必要

はあるが､ 今回はこの程度にとどめた｡ また､ 宮国元島上方古墓群の「野城式並行」とした土器 (資料番

号�
) は「野城式土器」として設定された土器とは異なるが､ 概ね並行する時期の土器であろうと判断し

たことからこの表記とした｡

２) 西銘の管見におよぶ分では�
ほどの遺跡などから報告されている (報告のない資料を考えればそれ以上

である)｡ 墓以外からの出土・採集では､ 首里城跡やその周辺､ 湧田窯跡､ 渡地村跡から比較的まとまっ

て出土する｡ その他､ 今帰仁城跡や知念城跡のグスク､ 集落遺跡も少量ながら出土する｡

＜文献＞

安里 進 ���	「沖縄陶器等の影響を受けた宮古式土器について」『やちむん』５ やちむん会

上野村教育委員会 ���
『宮国元島遺跡』

沖縄県教育委員会 ���『カンドウ原遺跡』

沖縄県教育委員会 ���
『阿波根古島遺跡』

沖縄県立埋蔵文化財センター �

�『ヤッチのガマ カンジン原古墓群』

沖縄県立埋蔵文化財センター �

��『新里元島上方台地遺跡 新里東元島遺跡』

沖縄県立埋蔵文化財センター �

��『天界寺跡』Ⅱ

沖縄県立埋蔵文化財センター �

�『尻並遺跡』

沖縄県立埋蔵文化財センター �

�『渡地村跡』

(文献は調査報告書など一部にとどめた｡ ご了解ください)
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(株) 文化財サービス
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試料は､ 宮国元島�号墓､ �号墓､ ��号墓､ ��号墓､ ��号墓内より出土した木製品�点である｡ 木棺の一部､

不明製品などを含む｡

����	


剃刀の刃を用いて木口 (横断面)・柾目 (放射断面)・板目 (接線断面) の３断面の徒手切片を作製し､ グ

リセリン・エタノールで煮沸して気泡を除去する｡ 切片を軽く水洗した後､ ガム・クロラール (抱水クロラー

ル，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混合液) で封入し､ プレパラートを作製する｡ 生物顕微鏡で

木材組織の種類や配列を観察し､ その特徴を現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別

データベースと比較して種類を同定する｡

なお､ 木材組織の名称と特徴は､ 島地・伊東(����)､ 	
����他(����)､ ���
��他(����)を参考にする｡

また､ 日本産木材の組織配列は､ 林(����)や伊東(������������������������)を参考にする｡

���

樹種同定結果を第��表に示す｡ 木製品は､ 針葉樹５分類群(モミ属・スギ・ヒノキ科・マキ属・カヤ)と広

葉樹２分類群(モッコク・マメ科�)に同定された｡ また､ 試料№９は､ モッコクとは異なる広葉樹材である

が､ 該当種が見つからなかったため､ 種類は不明である｡ 本報告では観察された木材組織を記載する｡ 各分

類群の解剖学的特徴等を記す｡
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試料№１・��

・スギ (�����	
�����	���(����) ���	�) スギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される｡ 仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で､ 晩材部の

幅は比較的広い｡ 樹脂細胞はほぼ晩材部に認められる｡ 放射組織は柔細胞のみで構成される｡ 分野壁孔はス

ギ型で､ 孔口の長軸方向はほぼ水平になる｡ 放射組織は単列､ ����細胞高｡

試料№２

・モミ属 (�����) マツ科

軸方向組織は仮道管のみで構成される｡ 仮道管の早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで､ 晩材部の

幅は狭い｡ 放射組織は柔細胞のみで構成される｡ 柔細胞壁は粗く､ 垂直壁にはじゅず状の肥厚が認められる｡

分野壁孔はスギ型で１分野に１～４個｡ 放射組織は単列､ ����細胞高｡

試料№３

・マメ科�(����
��	���)

放射孔材で､ 道管は単独で放射方向・斜方向に配列する｡ 道管は単穿孔を有する｡ 放射組織は同性､ 単列､

１－��細胞高｡ 軸方向柔組織は帯状で､ 帯の幅は３細胞幅以下(希に４細胞幅もみられる)である｡

以上の特徴から､ マメ科の可能性が高い｡ 日本産木材中に該当する分類群が認められないため､ 外国産木

材の可能性がある｡

試料№４・６

・ヒノキ科 (����������)

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される｡ 仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やかで､ 晩材部の

幅は狭い｡ 樹脂細胞は晩材部付近に認められる｡ 放射組織は柔細胞のみで構成される｡ 分野壁孔は保存が悪

く観察できない｡ 放射組織は単列､ １－��細胞高｡

試料№５

・マキ属 (�	�	�����) マキ科

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される｡ 仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか｡ 樹脂細胞は

早材部および晩材部に散在する｡ 放射組織は柔細胞のみで構成される｡ 分野壁孔はヒノキ型で､ １分野に１－

２個｡ 放射組織は単列､ １－５細胞高｡

試料№７

・カヤ ( 	�����������!������"����) イチイ科カヤ属

軸方向組織は仮道管のみで構成される｡ 仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で､ 晩材部の幅は狭

い｡ 仮道管内壁には２本が対をなしたらせん肥厚が認められる｡ 放射組織は柔細胞のみで構成される｡ 分野

壁孔はトウヒ型～ヒノキ型で､ １分野に１－４個｡ 放射組織は単列､ １－��細胞高｡

試料№８

・広葉樹

散孔材で､ 道管は単独または２－４個が放射方向に複合して散在する｡ 道管は階段穿孔を有し､ 壁孔は階

段状となる｡ 放射組織は異性､ １－３細胞幅､ １－��細胞高｡

���



試料№９

・モッコク (���������	
��	��������(��
���������) �����) ツバキ科モッコク属

散孔材で､ 管壁は薄く､ 横断面では多角形､ ほぼ単独で散在する｡ 道管は階段穿孔を有し､ 壁孔は対列～

階段状に配列する｡ 放射組織は異性､ １－４細胞幅､ １－��細胞高｡
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試料は沖縄県宮国元島上方古墓群から出土した祭祀具３点､ 雑具６点の合計９点である｡

����	


����は数㎜四方の試料を採取してエポキシ樹脂に包埋し､ 薄片プレパラートを作製した｡ これを落射光な

らびに透過光の下で検鏡した｡

����～�は剃刀で木口 (横断面)､ 柾目 (放射断面)､ 板目 (接線断面) の各切片を採取し､ 永久プレパラー

トを作製した｡ このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した｡

３．結果

樹種同定結果 (広葉樹１種､ タケ類１種) の表と顕微鏡写真を示し､ 以下に各種の主な解剖学的特徴を記

す｡

１) クワ科イチジク属 (�	
����)

(遺物������)

(写真������)

散孔材である｡ 木口では道管 (～���μ�) が単独のときに２～３個放射方向に複合して分布している｡

軸方向柔細胞は幅の広い帯状柔細胞をなして､ 縞状を呈している｡ 柾目では道管は単穿孔を有する｡ 道管内

腔にはチロースがみられる｡ 放射組織は平伏､ 方形と直立細胞からなり異性である｡ 道管放射組織間壁孔は

やや大型となる｡ 板目では放射組織は１～５細胞列､ 高さ～１��以下からなる｡ イチジク属はイヌビワ､

アコウ､ ガジュマル等があり､ 本州(関東以西)､ 四国､ 九州､ 琉球に分布する｡

２) イネ科タケ亜科 (��������������	����)

(遺物����～�)

(写真����～�)

放射断面は採取出来なかった｡ 横断面では維管束がみられる｡ 接線断面では厚壁繊維の組織やその他の基

本組織の細胞が稈軸方向に配列している｡ タケ亜科は熱帯から暖帯､ 一部温帯に分布する｡ ����は肉眼観察

からタケの皮部分と見られる｡
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沖縄県宮古島に所在する､ 宮国元島上方古墓群から出土した数珠について､ その材質を明らかにする目的

で構造調査を行ったので､ 以下にその結果を報告する｡

��	
��

調査した資料は､ 第��表の数珠１点である (写真１�２)｡

�	
��

資料本体から数㎜四方の破片を採取してエポキシ樹脂に包埋し､ 薄片プレパラートを作製した｡ これを落

射光ならびに透過光の下で検鏡した｡

����

�：薄片観察

黒色物質と繊維状の透明物質が混ざり合っており､ 木質や骨角器で見られる細胞構造は確認出来なかった｡

次に偏光下での観察で､ 有機質か無機質の判別を行った｡ 結果､ 黒色物質と透明物質共に虹色の発色が見ら

れなかったので無機質ではなく有機質と考えられる｡ 有機質で固化するものとして漆が考えられるが､ 黒色

物質は物質自体が黒く､ 黒漆のように透明層の中に木炭粉等の微細な粒子が観察されることも無かった｡ こ

の為､ 数珠は鉱石､ 木質､ 骨角器や漆以外の硬化する有機質で製作されたと考えられる (図版���：写真３

～８)｡
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写真１：数珠 写真２：サンプル採取の玉



�：赤外分光分析

薄片観察で確認された有機質を特定する為に赤外分光分析を行った｡ 結果､ 第���図の赤外スペクトルが

得られた｡ この赤外スペクトルはメラミン樹脂や尿素樹脂等のアミノ樹脂のスペクトルに近いことが判った

(第���図)｡

���

写真３ (開放ニコル) 写真４ (直交ニコル)

写真５ (開放ニコル) 写真６ (直交ニコル)

写真７ (開放ニコル) 写真８ (直交ニコル)
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今回の材質調査で､ 赤外分光分析から尿素樹脂やメラミン樹脂のアミノ樹脂のスペクトルに近似した結果

が得られ､ 薄片観察で見られた繊維状の透明物質は尿素樹脂等を固化成形する際に充填材として加えられる

セルロースであろうと考えられるので､ 数珠は尿素樹脂やメラミン樹脂のアミノ樹脂製であると推察される｡

尿素樹脂は����年､ メラミン樹脂は����年に開発されたものなので数珠はそれ以降に製作されたものと判断

される｡
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宮国元島上方古墓群は､ 県道保良上地線道路改良工事が原因で発見された遺跡である。発掘調査は平成��

年２月～平成��年７月の間に随時行われ､ 墓��基と集積遺構などの調査を行った｡

� �	
�

発掘調査の対象となった��基のうち､ ��～��号墓は台地上にあり､ それ以外は崖面にあった｡ また調査対

象とはならなかったが､ ６～��号墓も確認されている｡ これらの墓はあくまで道路工事の範囲内にあったこ

とが理由で発見されたのであり､ 道路工事の範囲から外れた台地上や崖面にも墓が存在することは十分予想

される｡ 第２図を見ると､ 墓が発見された崖面を示す等高線が東西に走っていることがわかる｡

� �	

墓は主に石灰岩の露頭を利用した岩陰墓で､ ��号墓は掘込墓､ ��号墓は石積墓である｡ 墓は露頭を背にし

て造られていて､ 地形は主に南に向かって低くなっていることから､ 墓口も南を向く墓が多い｡ 墓口は石積

みで閉じられる場合が多く､ テーブルサンゴを利用する場合もある｡ 墓室は単室が��基､ 複室が３基 (��・

�	・��号墓) である｡

� �����

一次葬が確認されたのは５号墓だけで､ それ以外は二次葬か葬法不明である｡

５号墓からは屈葬された成人男性１体だけが出土していることから､ １度だけ使用された墓といえる｡ 人

骨の上には５
�程度の表土が堆積していた｡ この表土が遺体を葬った後に自然堆積したものであれば､ 遺

体は風葬されたことになる｡ 墓室内からは土器と煙管が１点ずつ出土しており､ 副葬品と考えられる｡

二次葬の墓については､ 墓室内で集骨が行われているが､ 納骨器には入れられていない｡ 墓からは納骨器

として使えそうな大型の陶器や土器が出土しており､ 破片で出土した陶器・土器については､ 納骨器として

使用した可能性も残っている｡ なお�	号墓からは火葬された人骨が１体分出土している｡

人骨は合計���体分あり､ 成人��体､ 未成人�体となっている｡ �	号墓からは宮国集落出身者の運転免許

証が発見されていることから､ 墓地の北西にある宮国集落の人達が使用した墓が含まれていることがわかっ

た｡

� ���

煙管は各墓から必ず出土しており､ 一般的な副葬品であったことがわかる｡ 陶磁器については壺や甕といっ

た大型のものと､ 碗や皿・瓶・急須・徳利・杯などの小型のものに分けられる｡ ガラス製品には酒瓶､ 清涼

飲料水の瓶､ 化粧瓶､ 薬瓶などがある｡ また玉や貨幣､ 金属製の急須などが出土している｡

� �	�

墓は主に近世～現代に営まれており､ 西地区の�	～�号墓は比較的新しい時期の墓である｡ ２号墓や��号

墓周辺などからは､ 先史時代の貝斧や貝玉が出土していることから､ 先史時代の遺跡が近くにあった可能性

がある
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秋友 晃 ����｢標準中国貨幣 大清銅幣①｣ 『収集』 ５月号 書信館出版

安里 進 ����｢沖縄陶器等の影響を受けた宮古式土器について｣ 『やちむん』 ５ やちむん会

石井龍太 ����『琉球近世物質文化の多角的研究』

石井龍太 ����『東京大学考古学研究室研究紀要』 第��号 ｢琉球諸島出土キセルの基礎的研究～琉球喫煙文

化の研究～｣ 東京大学考古学研究室

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター ����『下溝遺跡第２次発掘調査報告書』

上野村教育委員会 ��	�『宮国元島遺跡』

岡本恵昭 ����｢宮古島における葬制用語の解説と研究｣ 『平良市総合博物館紀要』 ６ 平良市総合博物館

沖縄県教育委員会 ��		『首里城跡－観会門・久慶門内側地域の復元整備事業にかかる遺構調査－』 沖縄県

文化財調査報告書 第		集

沖縄県文化振興会公文書管理部史料編集室 ���
『沖縄県史』 図説編 (県土のすがた) 沖縄県教育委員会

沖縄県立埋蔵文化財センター ����『首里城跡－下之御庭跡・用物座跡・瑞泉門跡・漏刻門跡・廣福門跡・

木曳門跡発掘調査報告書－』 沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書第３集

沖縄県立埋蔵文化財センター ����『尻並遺跡』 沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書第��集

沖縄県立埋蔵文化財センター ����『嘉田地区古墓群－嘉田地区ほ場整備事業に伴う緊急発掘調査報告書－』

沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書 第��集

沖縄県立埋蔵文化財センター ����『潮原古墓群－与那国空港拡張工事に係る緊急発掘調査報告－』 沖縄県

立埋蔵文化財センター調査報告書 第��集

沖縄県立埋蔵文化財センター ����『渡地村跡－臨海道路那覇１号線整備に伴う緊急調査報告－』 沖縄県立

埋蔵文化財センター調査報告書 第�
集

沖縄タイムス社 ��	�『沖縄大百科事典』 沖縄大百科事典刊行事務局

城辺町教育委員会 ��	�『高腰城跡』 城辺町文化財調査報告書第�集

城辺町教育委員会 ����『浦底遺跡発掘調査写真集』 (英文)

古泉弘 ��	�『江戸を掘る－近世都市考古学への招待－』 柏書房

小林義孝 ����｢賜杯考 (前編)｣ 『大阪文化財研究』 �� 大阪府文化財センター

桜井準也 ���
『ガラス瓶の考古学』 六一書房

下地和宏 ���	｢野城 (ぬぐすく) 式土器について｣ 『琉大史学』 �� 琉球大学史学会

下地和宏 ����｢宮古諸島の土器｣ 『沖縄県史』 各論編２ (考古) 沖縄県教育委員会

下地安広 ��	
｢高麗系瓦の制作技法考察 (１) －浦添城趾出土の瓦を中心として－｣ 『南島考古』 第��号

沖縄県考古学会

新里貴之 ����｢先島諸島におけるグスク時代煮沸土器の展開とその背景｣ 『グスク文化を考える』 新人

物往来社

新里貴之ほか ���	｢奄美諸島・沖縄諸島・先島諸島土器の蛍光�線による胎土分析－縄文時代後・晩期

資料を中心に－｣ 『廣友会誌』 ４ 廣友会

たばこと塩の博物館 ��		『きせる』 たばこと塩の博物館

北谷町教育委員会 ����『山川原古墓群 (２)』 北谷町文化財調査報告書第��集

程明 ����『中国貨幣－辯偽図鑑－』 陜西人民出版

徳嶺里江 ���
｢考古学からみた先島諸島の墓｣ 『廣友会誌』 ２ 廣友会

豊島貞夫 ���	｢集落・民俗｣ 『上野村史』 上野村役場

今帰仁村教育委員会 ����『今帰仁城跡周辺遺跡』 Ⅱ 今帰仁村文化財調査報告書第��集

那覇市教育委員会 ����『ナーチュー毛古墓群』 那覇市文化財調査報告書第��集

南風原町教育委員会 ���	『第三二群司令部津嘉山壕群 津嘉山北地区旧日本軍壕群』

ハドソン，マーク・種石悠 ����｢宮古島市島尻所在長墓遺跡の���
年度調査｣ 『筑波大学先史学・考古学

���



研究』 �� 筑波大学人文科学研究科歴史・人類学専攻

日南田慶富 ����『業界総覧』 日本粧業会

平良市教育委員会 ����『住屋遺跡』

平良市教育委員会 ����『尻川遺跡』 平良市埋蔵文化財調査報告書第５集

宮城弘樹 ����出土銭貨第��号 『琉球出土銭貨の研究』 出土銭貨研究会

山里克也 ����｢《資料紹介》神女具足の収蔵資料｣ 『久米島自然文化センター紀要』 ３ 久米島自然文化

センター

与那覇隆ほか ��	�｢宮古島の村落構造と編年の概観｣ 『郷土』 �� 沖縄大学学生文化協会

��������

ビンの博物館 
��������������������������������������
�� (����年 月現在)
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ふりがな みやぐにもとじまじょうほうこぼぐん

書名 宮国元島上方古墓群

副書名 県道保良上地線道路改良工事に伴う発掘調査報告書

巻次

シリーズ名 沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書

シリーズ番号 第��集

編著者名 瀬戸哲也、西銘章、羽方誠、山本正昭

編集機関 沖縄県立埋蔵文化財センター

所在地 〒�������	 沖縄県中頭郡西原町字上原����
 ℡ ������	��
	�

発行年月日 平成�	（����）年３月��日

ふりがな ふりがな コード 北緯 東経
調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 °′″ °′″

宮国元島上
みやぐにもとじまじょう

方古墓群
ほ う こ ぼ ぐ ん
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

宮国元島上方
古墓群

墓地 近世～現代 墓 中国産陶磁器 なし

東南アジア産陶器

本土産陶磁器

沖縄産陶器

ガラス製品

金属製品

貝製品

煙管

自然遺物

要 約
道路工事に伴い、近世～現代の墓を調査した。墓の多くは自然の岩陰を利用して造ら

れていて、人骨は改葬されている場合が多い。
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